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平成２８年度能美市当初予算の概要



１.はじめに

　平成28年度は、能美市第1次総合計画の最終年度であり、また能美創生総合戦略のスタ
ートの年でもあります。しかしながら、財源の確保は一層厳しくなる状況であり、社会保障費や
老朽化施設の改修などの経費は増加傾向にあります。そうした中においても、人口減少を抑 
え活力ある元気なまちづくりとなるよう事業の「選択と集中」を進め、住みよい能美市、選んで
いただける能美市を実現することが求められています。

そこで、平成28年度能美市予算は、
・自立可能な「能美創生」の実現
・能美市の住みよさを実感できるまちづくり
・スクラップアンドビルドを念頭においた業務マネジメントの推進
 を基本方針として予算を編成しました。

▼平成28年度の主な施策

※上記事業のほか、能美創生総合戦略に掲げる「しごとづくり」「ひとつなぎ」「ひとづくり」「まち
づくり」「しくみづくり」の５つの基本目標を達成する具体的な事業には、国の新型交付金「地方
創生推進交付金」の充当を予定しています。

能美創生 

•まちぐるみ人生設計応援事業 Ｐ11 

•地域おこし協力隊事業 Ｐ12 

•定住促進助成交付金事業 Ｐ12 

•ワーク・イン・レジデンス事業 Ｐ13 

•移住・定住促進戦略事業 Ｐ13 

•三世代同居住宅支援事業 Ｐ14 

•観光デスティネーション事業 Ｐ17 

•ふるさと寄付金推進事業 Ｐ19 

•創業支援補助金 Ｐ58 

住みよさ 

•空き家除却補助金 Ｐ16 

•危険空き家等除却推進事業 Ｐ25 

•域外交通アクセス対策事業 Ｐ31 

•街灯（防犯灯）ＬＥＤ化促進事業 Ｐ32 

•乳幼児・児童医療費助成事業 Ｐ41 

•のみっ子すくすく助成券支給事業 Ｐ41 

•子ども未来応援計画策定事業 Ｐ42 

•多子世帯保育料無料化事業 

•出産子育て応援事業 Ｐ45 

•福祉安心マップ作成事業 Ｐ49 

業務マネジメント 

•総合計画策定事業 Ｐ11 

•行政評価事業 Ｐ66 

•情報システム更新・改修事業 Ｐ68 

•固定資産台帳整備事業 

•保育園解体事業 

•児童館解体事業 

•学習等供用施設解体事業 

その他 

•史跡能美古墳群保存整備事業 Ｐ23 

•寺井地区都市再生整備計画事業 Ｐ27 

•（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業 Ｐ28 

•辰口分団活動拠点施設建設事業 Ｐ33 

•防災センター建設事業 Ｐ34 

•長野保育園建設事業 Ｐ43 

•臨時福祉給付金支給事業 Ｐ46 

•学校非構造部材耐震補強事業 Ｐ62 

•寺井分室改修費 Ｐ65 
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２.会計別予算額

（単位：千円、％）

増減額 増減率

  一般会計 23,660,000 23,450,000 210,000 0.9

  特別会計 10,283,200 10,019,600 263,600 2.6

 国民健康保険特別会計 5,666,000 5,515,000 151,000 2.7

 後期高齢者医療特別会計 468,000 457,000 11,000 2.4

保険事業 3,973,000 3,882,000 91,000 2.3

サービス 0 8,300 △ 8,300 皆減

 温泉事業特別会計 8,400 16,100 △ 7,700 △ 47.8

 農業集落排水事業特別会計 167,800 141,200 26,600 18.8

9,862,490 7,949,691 1,912,799 24.1

収益 793,300 754,600 38,700 5.1

資本 1,215,900 650,800 565,100 86.8

収益 364,000 362,500 1,500 0.4

資本 1,240,200 121,180 1,119,020 923.4

収益 1,677,500 1,684,900 △ 7,400 △ 0.4

資本 1,373,500 1,318,100 55,400 4.2

収益 2,681,600 2,689,700 △ 8,100 △ 0.3

資本 516,490 367,911 148,579 40.4

43,805,690 41,419,291 2,386,399 5.8

＊介護保険特別会計は、28年度から保険事業のみとなります。

区　　　　　　分 28年度 27年度
比　　　　較

  水道事業会計

  工業用水道事業会計

 介護保険特別会計

  企業会計

  市立病院事業会計

合　　　　　　計

  公共下水道事業会計
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３.当初予算額の推移

（単位：千円）

区　分 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

一般会計 22,580,000 23,941,000 23,960,000 23,450,000 23,660,000

特別会計 9,191,100 9,141,750 9,394,900 10,019,600 10,283,200

企業会計 7,109,500 7,550,490 8,284,307 7,949,691 9,862,490

合　　計 38,880,600 40,633,240 41,639,207 41,419,291 43,805,690

＊25年度は当初予算が骨格予算であったため、本格予算となる6月補正後の予算額としています。

22,580,000 23,941,000 23,960,000 23,450,000 23,660,000 

9,191,100 
9,141,750 9,394,900 10,019,600 10,283,200 

7,109,500 
7,550,490 8,284,307 7,949,691 

9,862,490 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

50,000,000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

企業会計 

特別会計 

一般会計 

41,419,291 
43,805,690 

38,880,600 40,633,240 41,639,207 
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４.一般会計予算額

（１）歳入 （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 市税 7,911,000 33.4 7,868,000 33.6 43,000 0.5

2 地方譲与税 181,000 0.8 163,000 0.7 18,000 11.0

3 利子割交付金 14,000 0.1 17,000 0.1 △ 3,000 △ 17.6

4 配当割交付金 39,000 0.2 25,000 0.1 14,000 56.0

5 株式等譲渡所得割交付金 6,000 0.0 5,000 0.0 1,000 20.0

6 地方消費税交付金 896,700 3.8 515,000 2.2 381,700 74.1

7 ゴルフ場利用税交付金 37,000 0.2 36,000 0.2 1,000 2.8

8 自動車取得税交付金 30,000 0.1 25,000 0.1 5,000 20.0

9 地方特例交付金 35,000 0.1 35,000 0.1 0 0.0

10 地方交付税 4,390,000 18.6 4,650,000 19.8 △ 260,000 △ 5.6

11 交通安全対策特別交付金 5,000 0.0 5,000 0.0 0 0.0

12 分担金及び負担金 517,636 2.2 594,232 2.5 △ 76,596 △ 12.9

13 使用料及び手数料 233,313 1.0 235,053 1.0 △ 1,740 △ 0.7

14 国庫支出金 3,305,406 14.0 3,125,411 13.3 179,995 5.8

15 県支出金 1,050,097 4.4 984,699 4.2 65,398 6.6

16 財産収入 24,195 0.1 27,906 0.1 △ 3,711 △ 13.3

17 寄附金 15,156 0.1 13,954 0.1 1,202 8.6

18 繰入金 1,437,122 6.1 1,086,030 4.6 351,092 32.3

19 繰越金 50,000 0.2 50,000 0.2 0 0.0

20 諸収入 531,775 2.2 243,815 1.0 287,960 118.1

21 市債 2,950,600 12.5 3,744,900 16.0 △ 794,300 △ 21.2

23,660,000 100.0 23,450,000 100.0 210,000 0.9

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

10,720,197 45.3 10,118,990 43.2 601,207 5.9

12,939,803 54.7 13,331,010 56.8 △ 391,207 △ 2.9

23,660,000 100.0 23,450,000 100.0 210,000 0.9

◆自主財源　・・・　市が自主的に調達できる収入

市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

◆依存財源　・・・　国や県を通じて一定の基準や割り当てにより配分される収入

地方譲与税、各種交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債

合　　　　　　計

区　　　　　　分
28年度 27年度 比　　　　較

28年度 27年度 比　　　　較

合　　　　　　計

依  存  財  源

自  主  財  源

区　　　　　　分
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（２）歳出（目的別） （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 議会費 216,379 0.9 229,762 1.0 △ 13,383 △ 5.8

2 総務費 2,081,252 8.8 1,838,082 7.8 243,170 13.2

3 民生費 8,352,638 35.3 8,092,658 34.5 259,980 3.2

4 衛生費 1,602,584 6.8 1,434,942 6.1 167,642 11.7

5 労働費 14,807 0.1 13,981 0.1 826 5.9

6 農林水産業費 341,129 1.4 370,284 1.6 △ 29,155 △ 7.9

7 商工費 694,455 2.9 482,926 2.1 211,529 43.8

8 土木費 3,074,267 13.0 2,952,620 12.6 121,647 4.1

9 消防費 1,702,995 7.2 1,803,248 7.7 △ 100,253 △ 5.6

10 教育費 2,453,051 10.4 2,832,297 12.1 △ 379,246 △ 13.4

11 災害復旧費 250 0.0 250 0.0 0 0.0

12 公債費 2,945,160 12.4 3,278,704 14.0 △ 333,544 △ 10.2

13 諸支出金 161,033 0.7 100,246 0.4 60,787 60.6

14 予備費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

23,660,000 100.0 23,450,000 100.0 210,000 0.9

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

合　　　　　　計

区　　　　　　分

28年度 27年度 比　　　　較
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（３）歳出（性質別） （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

義務的経費 9,598,155 40.6 9,661,806 41.2 △ 63,651 △ 0.7

1 人件費 2,964,737 12.5 3,011,387 12.8 △ 46,650 △ 1.5

2 扶助費 3,688,258 15.6 3,371,715 14.4 316,543 9.4

3 公債費 2,945,160 12.4 3,278,704 14.0 △ 333,544 △ 10.2

投資的経費 4,965,712 21.0 5,374,410 22.9 △ 408,698 △ 7.6

4 普通建設事業費 4,965,712 21.0 5,374,410 22.9 △ 408,698 △ 7.6

5 災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 失業対策事業費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他の経費 9,096,133 38.4 8,413,784 35.9 682,349 8.1

7 物件費 3,517,807 14.9 3,308,116 14.1 209,691 6.3

8 維持補修費 188,893 0.8 184,450 0.8 4,443 2.4

9 補助費等 3,885,796 16.4 3,701,921 15.8 183,875 5.0

10 積立金 32,311 0.1 31,218 0.1 1,093 3.5

11 投資及び出資金 500 0.0 500 0.0 0 0.0

12 貸付金 305,217 1.3 62,231 0.3 242,986 390.5

13 繰出金 1,145,609 4.8 1,105,348 4.7 40,261 3.6

14 予備費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

23,660,000 100.0 23,450,000 100.0 210,000 0.9

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

合　　　　　　計

区　　　　分
28年度 27年度 比　　　　較
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（４）歳出（マトリクス） （単位：千円、％）

基本計画 施策区分 予算額 構成比 議会事務局 総務部 市民生活部 健康福祉部 産業建設部 教育委員会

1.魅力づくりの推進 144,105 0.61 0 0 97,184 0 46,921 0

第1章 2.能美ブランドの創出 5,809 0.02 0 0 5,809 0 0 0

3.能美市の情報発信・ＰＲ 64,803 0.27 0 0 64,803 0 0 0

4.国際交流の推進 17,761 0.08 0 7,010 0 0 0 10,751

5.大学との連携 2,605 0.01 0 0 2,605 0 0 0

計 235,083 0.99 0 7,010 170,401 0 46,921 10,751

1.歴史・文化・伝統の継承 178,011 0.75 0 0 0 0 0 178,011

第2章 2.自然環境の保全と活用 537,197 2.27 0 0 536,953 0 0 244

3.里山の保全と活用 3,777 0.02 0 0 3,357 0 420 0

4.水環境の保全と活用 14,001 0.06 0 0 0 0 14,001 0

5.循環型社会の形成 124,513 0.53 0 0 124,513 0 0 0

6.良好な景観の形成 18,471 0.08 0 1,194 0 0 17,277 0

計 875,970 3.70 0 1,194 664,823 0 31,698 178,255

1.居住環境の充実 180,675 0.76 0 0 7,041 0 173,634 0

第3章 2.適正な土地利用の推進 606,382 2.56 0 7,930 70 0 598,382 0

3.道路の整備 1,257,864 5.32 0 540 0 0 1,257,324 0

4.公共交通の充実 121,085 0.51 0 0 111,338 0 9,747 0

5.水道の整備 53,700 0.23 0 0 40,000 0 13,700 0

6.下水道の整備 918,200 3.88 0 0 0 0 918,200 0

7.浸水・排水対策の推進 17,208 0.07 0 0 0 0 17,208 0

8.防犯・交通安全の充実 47,465 0.20 0 0 47,465 0 0 0

9.消防・防災体制の強化 1,688,841 7.14 0 1,688,841 0 0 0 0

計 4,891,420 20.67 0 1,697,311 205,914 0 2,988,195 0

1.保健・医療・福祉の連携 791,241 3.34 0 0 0 791,241 0 0

第4章 2.高齢者福祉の充実 107,840 0.46 0 0 0 107,840 0 0

3.障害者福祉の充実 859,932 3.63 0 0 0 859,932 0 0

4.児童福祉の充実 3,316,481 14.02 0 0 0 3,316,481 0 0

5.健康づくりの推進 80,191 0.34 0 0 0 80,191 0 0

6.社会保障の充実 2,016,047 8.52 0 0 0 2,016,047 0 0

7.バリアフリーの推進 7,230 0.03 0 0 0 7,230 0 0

8.地域福祉の充実 186,624 0.79 0 1,254 1,201 184,169 0 0

計 7,365,586 31.13 0 1,254 1,201 7,363,131 0 0

1.農業の振興 155,670 0.66 0 0 0 0 155,670 0

第5章 2.林業の振興 23,647 0.10 0 0 0 0 23,647 0

3.商業の振興 26,308 0.11 0 0 0 0 26,308 0

4.工業の振興 111,375 0.47 0 0 0 0 111,375 0

5.観光の振興 352,742 1.49 350 0 343,412 0 8,980 0

6.起業支援・産学官連携の推進 4,999 0.02 0 0 0 0 4,999 0

7.九谷焼の振興 62,452 0.26 0 0 0 0 62,452 0

8.労働環境の向上・支援 9,707 0.04 0 0 0 0 9,707 0

9.消費生活の向上 1,578 0.01 0 0 1,578 0 0 0

計 748,478 3.16 350 0 344,990 0 403,138 0

1.学校教育の充実 861,198 3.64 0 0 0 0 0 861,198

第6章 2.青少年の健全育成 15,236 0.06 0 0 0 0 0 15,236

3.生涯学習の推進 113,506 0.48 0 0 0 0 0 113,506

4.芸術・文化の振興 199,219 0.84 0 0 0 0 0 199,219

5.生涯スポーツの推進 496,733 2.10 0 0 0 0 0 496,733

計 1,685,892 7.13 0 0 0 0 0 1,685,892

1.効率的な行政運営 211,316 0.89 17,437 189,140 4,473 0 266 0

第7章 2.健全な財政運営 172,687 0.73 0 170,387 2,300 0 0 0

3.行政サービスの向上 59,684 0.25 0 10,564 45,760 0 3,360 0

4.情報社会・ユビキタス社会への対応 324,098 1.37 1,569 3,080 318,626 0 0 823

計 767,785 3.25 19,006 373,171 371,159 0 3,626 823

1.協働型まちづくりの推進 4,313 0.02 0 0 4,313 0 0 0

第8章 2.地域コミュニティ活動の支援 40,323 0.17 0 26,698 0 0 0 13,625

市民が主役の自立型まちづくり 3.男女共同参画社会づくりの推進 598 0.00 0 0 598 0 0 0

計 45,234 0.19 0 26,698 4,911 0 0 13,625

16,615,448 70.23 19,356 2,106,638 1,763,399 7,363,131 3,473,578 1,889,346

その他 7,044,552 29.77 197,023 3,864,377 252,970 1,857,807 302,419 569,956

23,660,000 100.00 216,379 5,971,015 2,016,369 9,220,938 3,775,997 2,459,302

＊マトリクス予算とは、これまでの科目別・部局別に編成している予算を、総合計画の施策体系（縦軸）と部局（横軸）に表したものです。

　 総合行政として機能するよう施策と部局を縦横のマトリクスで考え、部局横断型の施策の推進を図るものであります。

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

合　　　　　　計

地域から全国へ発信する活力の
あるまちづくり

学び、考え、育む心豊かなまちづ
くり

行財政改革の推進による効率的
かつ健全なまちづくり

第１次能美市総合計画 部局別の予算額

小　　　　　　計

歴史・文化と自然を再認識し、後
世へ継承するまちづくり

能美市の魅力を創造し、愛着のも
てるまちづくり

コミュニティを重視した快適居住
のまちづくり

誰もが健康で安心して暮らせるま
ちづくり
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５.財政状況の推移

（１）市債残高の推移 （単位：千円）

一般会計 26,774,148 28,215,764 29,830,596 31,245,379 31,540,841

介護保険特別会計 140,000 70,000 0 0 0

農業集落排水事業特別会計 449,776 432,129 429,510 418,257 422,632

水道事業会計 5,684,731 5,438,215 5,131,408 4,854,474 5,112,674

工業用水道事業会計 2,445,032 2,429,648 2,316,457 2,331,657 3,292,767

公共下水道事業会計 19,507,765 18,882,363 18,241,067 17,599,858 16,956,558

市立病院事業会計 1,741,654 1,691,389 1,882,921 1,802,616 1,581,374

合　　　　　　計 56,743,106 57,159,508 57,831,959 58,252,241 58,906,846

25年度末 26年度末
27年度末
（見込）

28年度末
（見込）

区　　　　分 24年度末
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（２）基金現在高の推移

  ①一般会計 （単位：千円）

財政調整基金 2,880,915 3,559,383 3,726,313 3,382,272 2,570,339

減債基金 332,410 332,705 578,286 578,869 579,934

国際交流基金 25,854 25,854 25,854 25,854 25,854

建設計画等促進基金 646,543 739,533 950,443 952,907 654,899

まちづくり振興基金 1,721,280 1,729,900 1,798,520 1,867,140 1,745,760

土地区画整理区域環境整備基金 21,485 21,513 21,541 21,570 21,599

地域福祉基金 147,228 91,911 96,825 97,737 97,747

介護保険財政安定化基金 274,941 185,425 115,738 67,181 26,308

再編交付金事業基金 16,058 26,110 36,177 46,266 56,335

環境整備基金 54,035 54,035 54,035 54,035 54,035

企業立地促進基金 722,041 380,730 382,300 257,034 257,973

教育基金 62,548 62,489 59,232 59,183 46,034

北陸先端科学技術大学院大学振興基金 82,034 82,034 82,034 82,034 82,034

森茂喜教育文庫基金 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

九谷焼美術館運営基金 47,500 47,500 47,500 47,500 47,500

ふるさと応援基金 2,100 2,744 2,421 2,965 5

土地開発基金 350,000 350,000 350,000 350,000 350,000

北陸先端科学技術大学院大学振興基金 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

育英基金 60,960 60,960 60,960 60,960 60,960

高額備品購入基金 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

合　　　　　　計 7,502,932 7,807,826 8,443,179 8,008,507 6,732,316

【再掲】①一般会計 （単位：千円）

財政調整基金 2,880,915 3,559,383 3,726,313 3,382,272 2,570,339

減債基金 332,410 332,705 578,286 578,869 579,934

その他特定目的基金 3,833,647 3,459,778 3,682,620 3,591,406 3,126,083

定額運用基金 455,960 455,960 455,960 455,960 455,960

合　　　　　　計 7,502,932 7,807,826 8,443,179 8,008,507 6,732,316

  ②特別会計・企業会計 （単位：千円）

国民健康保険財政調整基金 357,599 416,179 490,412 491,373 414,492

国民健康保険高額療養費及び出産育児一時金貸付基金 9,621 9,621 9,621 9,621 9,621

温泉事業基金 9,030 9,036 12,095 10,405 10,417

農業集落排水事業基金 41,126 41,151 43,734 40,817 33,899

公共下水道事業基金 478,294 380,000 380,000 280,000 180,000

合　　　　　　計 895,670 855,987 935,862 832,216 648,429

28年度末
（見込）

28年度末
（見込）

26年度末
27度末
（見込）

26年度末
27度末
（見込）

28年度末
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区　　　　分
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27度末
（見込）
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24年度末 25年度末

25年度末

区　　　　分

区　　　　分
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7 7 7,666,873 

6,880,681 6,981,653 

7 7 7,666,873 

2,880,915 
3,559,383 3,726,313 3,382,272 

2,570,339 
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332,705 
578,286 

578,869 

579,934 

3,833,647 
3,459,778 
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455,960 
455,960 

455,960 
455,960 

455,960 

0
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4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

24年度末 25年度末 26年度末 27度末 

（見込） 

28年度末 

（見込） 

定額運用基金 

その他特定目的基金 

減債基金 

財政調整基金 

8,443,179 

6,732,316 

7,502,932 7,807,826 8,008,507 
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６.資料

（１）合併特例債の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

長野保育園建設事業 1,031,153 305,600

（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業 306,000 4,700

防災センター建設事業 891,218 153,800

合　　　　　　計 2,228,371 464,100

（２）建設計画等促進基金の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

辰口保育園駐車場整備事業 23,540 20,000

長野保育園建設事業 1,031,153 70,000

能美広域事務組負担金（ごみ焼却施設基幹改良工事等分） 53,497 48,000

（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業 306,000 10,000

橋りょう点検事業 25,600 10,000

寺井地区都市再生整備計画事業 454,300 5,000

辰口分団活動拠点施設建設事業 65,457 12,000

根上中学校改修事業 8,134 3,000

寺井中学校改修事業 10,490 5,000

史跡能美古墳群保存整備事業 156,002 50,000

根上総合文化会館改修事業 110,427 30,000

スポーツ施設整備事業 315,314 37,000

合　　　　　　計 2,559,914 300,000

（３）駐留軍等再編交付金の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

市道改良事業 51,150 40,000

浜小学校給食備品購入費 5,707 4,000

根上中学校給食備品購入費 7,874 4,000

根上総合文化会館改修事業 110,427 7,759

再編交付金事業基金積立金 20,069 20,000

合　　　　　　計 195,227 75,759
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平成２８年度主要事業一覧

 =*=*=  主要事業一覧の見方 =*=*= 

・第1次能美市総合計画の施策体系順に沿って記載しています。 

・［新規］は、平成28年度に新たに取り組む事業です。 

・［拡充］は、これまでの事業内容を拡充して取り組む事業です。 



第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

１－１　魅力づくりの推進

１－２　能美ブランドの創出

１－３　能美市の情報発信・ＰＲ

１－４　国際交流の推進

１－５　北陸先端科学技術大学院大学との連携

予算額計 235,083千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
　　審議会等委員報酬・謝金・旅費
　　審議会等開催経費（需用費、印刷製本費等）

　　策定業務委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
講師・協力謝金、講師旅費、会場費等

合宿費補助

■財源内訳

13,264千円
[新規]総合計画策定事業

予算区分 2款　総務費

　第１次総合計画（平成19年度～平成28年度）が、平成28年度を
もって計画期間の満了を迎えるため、第2次総合計画を策定する。
　なお、策定にあたっては、人口ビジョンや総合戦略を踏まえるととも
に、各個別計画と調和のとれた内容とするもの。計画期間は、平成
29年度から平成38年度までの10年間とする予定

3,322千円
8,748千円

予 算 額

1,194千円

地方債 その他 一般財源

[新規]まちぐるみ人生設計応援事業
予算区分 2款　総務費

13,264千円

国庫支出金 県支出金

予 算 額 1,000千円

　能美市に居住する若者や、能美市の企業に
勤める若者を対象に、ライフステージの様々な
場面（出会い、結婚、子育て、子離れ・実年
期、老齢期、終末期）と職業人としてのキャリア
に至るまで、トータルでの人生設計を考えるため
の講座を若い男女の出会いの機会創出と絡め
ながら開催する。

120千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

950千円 50千円

880千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

業務内容：集落と連携した移住者の受入態勢の支援、都心部における移住定住セミナーの開催、
空き家バンク物件のマッチング、移住希望者に対するアドバイス、
地域資源を活かした移住定住交流ツアーの開催など

■主な経費
地域おこし協力隊賃金
研修旅費・負担金
住居費用・改修費用
消耗品費・備品購入費
移住体験交流事業委託費
地域おこし協力隊募集費

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

・ 旧制度　… 住宅取得の2年後から5年間にかけて固定資産税の1/2相当額を補助
夫婦共40歳未満の世帯、借入金・所得要件あり、多子世帯・中山間地域等加算あり

・ 新制度　… 基本的に住宅取得年に補助、施主年齢45歳未満、借入金・所得要件なし
定住促進特区の設定、親世代同居を促進、移住者・定住先等に応じた各種加算あり

■主な経費
住宅取得者への補助金

■財源内訳

　人口減少や少子高齢化が叫ばれている中、地域外の人材を積極的に誘致し、定住、定着と地域の活
性化を図る。地域おこし協力隊を委嘱し、移住受入業務及びしごとの創出を図る。

2,000千円

450千円

4,150千円

県支出金

　人口減少時代の到来、超少子高齢化の進展に伴う地域コミュニティの弱体化を背景として、社会(転
入)増による人口増加と若者世代(地域の担い手)の定着による持続可能な地域の確保を図るため、若
者世帯の住宅取得を支援する。拡充加算として在勤者かつ転入者加算（10万円）

地方債国庫支出金 その他 一般財源

35,077千円

30,352千円

国庫支出金

[拡充]定住促進助成交付金事業
予算区分 2款　総務費

予 算 額 35,077千円

4,725千円

県支出金 地方債 その他 一般財源

2款　総務費

4,150千円
[新規]地域おこし協力隊事業

予算区分

予 算 額

252千円
650千円
582千円
216千円

  （新制度基準）

作曲依頼を予定している大野俊三氏 

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額

助成区分 助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2) 市内居住者で、定住促進特区に住宅を取得
　　 される方

１０万円

(3) 市内居住者で、親世代と同居型の住宅を取得
　　 される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8) 市内の業者が住宅設計を請け負うか市内の
　　 不動産業者から住宅を購入する場合

５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 ５万円

(10) 市外居住者で、市内企業に在勤している方 １０万円

定額

助
成
基
本
額

加
算
額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

　・対象となる職種　 地域産業の振興や人・文化の往来による地域経済・地域コミュニティの活性化
などへの寄与が見込まれる職種
（農林業、コミュニティビジネス起業者、手仕事職人、アーティストなど）

　・支援タイプ 1)一般型、2)伝統的工芸品後継者育成型

■主な経費
定住起業者への補助金

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）

■事業説明

・県外（首都圏） ＪＯＩＮ（移住・交流推進機構）等の移住相談会（東京都）へ参加
・県内 子育て専門誌への特集記事掲載、移住パンフレットの作成

■主な経費
移住相談会でのプロモーション経費
　（旅費、需用費、負担金等）

子育て専門誌へのプロモーション経費

■財源内訳

540千円

移住・定住促進のためのプロモーション活動費

国庫支出金 県支出金 地方債 その他
移住相談会の風景（東京ビッグサイト）

5,000千円
ワーク・イン・レジデンス事業

　市内に定住し、かつ地域コミュニティ・地域経済活性化の意思を持って起業する人の、その住居等
（店舗・工房含む）の取得、改修等に係る費用を補助する。

1,850千円

予 算 額

予算区分 2款　総務費

5,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,000千円

[拡充]移住・定住促進戦略事業
予算区分

一般財源

2款　総務費

予 算 額

1,310千円

1,850千円

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

　・実施時期 市民団体等の活動機会や市内でのイベント開催時期
　・体験内容 市民活動の活動企画や参加を通して市民との交流を図るとともに民泊での生活

体験を行う

■主な経費
移住交流体験業務委託費

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）

■事業説明

■主な経費
三世代同居住宅取得者への補助金

■財源内訳

　若者世帯の住宅取得と子育て家庭の精神的不安を解消すると共に、祖父母世代から直接サポートを
受けられるような子育て環境の構築のため、三世代同居住宅の取得を支援する。

　・対　　象　　　市内において住宅を取得し定住する三世代同居型の住宅を取得する方
　　　　　　　　　　（親、子、子の子の世帯の住宅取得）

　・助成額　　　三世代同居住宅取得　30万円
　　　　　　　　　 県外転入者　15万円　加算

※ ただし、定住促進助成金の親世代同居加算、
　　県外者加算との二重交付は行わない

1,650千円

県支出金 地方債

1,650千円

その他 一般財源

　都市住民の「田園回帰」の潮流を能美市への移住につなげるため、能美市での暮らしを体験し、市民
と交流する機会を創出する。

162千円

国庫支出金

2款　総務費
移住体験交流事業

予算区分

予 算 額 162千円

その他 一般財源

162千円

予算区分 2款　総務費

予 算 額

国庫支出金 県支出金 地方債

三世代同居住宅支援事業

1,650千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

・空き家に関する相談会、セミナーの開催

・空き家利活用のための資産価値診断

■主な経費
空き家に関する相談会、セミナー開催

空き家情報整備にかかる業務委託費

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

　対象事業
　・空き家改修費
　　 　補助率　1/2（上限 50万円）
  ・空き家の家財道具等処分費
　　 　補助率　1/2（上限 5万円）

■主な経費
空き家バンク登録物件調査費

空き家改修費補助

空き家の家財道具等処分費補助

■財源内訳

250千円

270千円

県支出金

予 算 額

国庫支出金

一般財源

150千円

　空き家所有者への意向調査結果を踏まえ、空き家を地域資源として活用・流通させるための対策を
講ずる。

2,500千円

地方債

予 算 額

　暮らし方や家族の形態・コミュニティの変容から生ずる様々な課題（一人暮らし、空き家、無縁
墓など）の一つとしての空き家問題から、暮らしや家族、コミュニティの将来を考える機会とすると
ともに、空き家の流通を促進し空き家の解消に努める。

　空き家を「資源」と捉え利活用を促進するために、石川県宅地建物取引業協会と協定を締結
し、不動産取引にかかる資産価値診断をはじめとした空き家情報の整備を図る。

39千円

189千円
空き家等適正管理対策事業

予算区分 2款　総務費

県支出金 地方債 その他国庫支出金

114千円75千円

3,020千円
空き家活用促進事業

予算区分 2款　総務費

その他 一般財源

3,020千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

■主な経費
委員報酬・費用弁償

空き家対策に係る委託費

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）

■事業説明

　・助成額
　　　　補助率　1／5(上限　20万円）
　　　　加算措置　金融機関借入（100万円以上）で10万円

■主な経費
・空き家除却補助

■財源内訳

予算区分 2款　総務費

国庫支出金 県支出金 地方債

予 算 額 650千円

空家等対策計画の変更及び特定空家等の個別案件に対する措置の方針に関する協議をおこなう。

2款　総務費

500千円

150千円

[新規]空き家対策協議会
予算区分

650千円

その他 一般財源

予 算 額 1,000千円
[新規]空き家除却補助金

国庫支出金

　空き家を除却することにより周辺住民の快適な住環境の保全と土地の流動化促進するため、除却す
る所有者に対して支援する。

県支出金 地方債 その他

1,000千円

一般財源

1,000千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
補助金

■財源内訳

4,000千円

7款　商工費

地方債 その他 一般財源

観光デスティネーション事業
予算区分

国庫支出金 県支出金

国庫支出金 県支出金

能美アートｄｅ元気プロジェクト事業

地方債 その他

4,370千円

予算区分 7款　商工費

予 算 額 4,370千円

　平成27年度において3年に１度のウルトラアートの本祭を”のみの美アートフェスタ2015”として実施、
若者や親子連れを中心に期間中延べ10万人を集客、能美市の魅力アップに大いに寄与した。平成28
年度からは『市民一人ひとりがアーチスト』をテーマに、市民に改めて地域の良さに気付き、誇りに思い、
内外に広くアピールできるよう、次の本祭へ向け新たなムーブメントを開始する。

一般財源

予 算 額 4,000千円

4,000千円

4,370千円

　コンベンション等誘致促進事業を、平成27年度から誘客推進と市内回遊性向上を追加した内容でリ
ニューアルした観光デスティネーション補助金を継続して実施。平成28年度では二次交通を補完する
ためのレンタカー利用補助の内容を見直し、より利用者にとって使いやすい内容とするほか、特に夏期に
合宿として訪れる利用者に対し、さらに市内を観光・回遊していただける仕組みへと改める。

ウルトラアート第1回目の本祭”のみの美アートフェスタ2015”の様子 

九谷焼のすべてを体験できる 
九谷陶芸村 

旅情豊かな辰口温泉 
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明
九谷茶碗まつり補助金

時期：5月3日～5日
場所：九谷陶芸村周辺
内容：九谷焼販売、アトラクション

根上り七夕まつり
時期：7月下旬
場所：根上総合文化会館周辺
内容：ジャンボ七夕飾り、音楽パレード、踊りの夕べ

辰口まつり
時期：8月下旬
場所：能美市役所前
内容：じょんから踊りコンクール、アトラクション、模擬店

■主な経費
補助金

■財源内訳

21,500千円

能美三大まつり事業
予算区分 7款　商工費

予 算 額 21,500千円

国庫支出金 県支出金 一般財源

21,500千円

地方債 その他
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【能美ブランドの創出】上段 下段【能美市の情報発信・ＰＲ】

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
　　寄附御礼（返礼品、郵送料等）
　　配送業務等委託料、システム使用料
　　広報活動費（展示会出展）

■財源内訳

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
使用料・賃借料
工事請負費

■財源内訳

県支出金

予 算 額 5,614千円

　「ふるさと寄附金（納税）制度」の趣旨を踏まえつつ、地方創
生時代における能美市の知名度向上と活性化及び財源の確
保を目的として、返礼品の充実の運用体制の見直しを行いな
がら、ふるさと寄附の推進に努める。

4,119千円
1,333千円

162千円

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

予算区分 2款　総務費
[新規]ふるさと寄附金推進事業

625千円

　平成27年度に制作した合併10周年記念曲”Song of Nomi”を市民はもちろん、市外の方や来訪者に
知っていただくため、市内公共機関やイベント時でのＢＧＭなどに使用してもらうほか、市役所の電話保
留音やＪＲ能美根上駅で活用するなど、将来的には、歌詞を付け市歌として親しんでいただくための布
石として、より多くの方へ曲の周知を図る。

454千円
171千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

[新規]合併記念曲管理事業
予算区分 2款　総務費

予 算 額 625千円

5,614千円

Song of Nomiの完成記念披露演奏会の様子 
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

下段【能美市の情報発信・ＰＲ】 【国際交流の推進】

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明

　受　入　平成28年7月上旬予定　生徒12人＋引率＋通訳
　派　遣　平成28年7月下旬予定　生徒12人＋引率＋通訳

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明
　根上中学校と、姉妹校韓国・培材中学校との交流活動を通じて両校の理解と友好を図る。
　（隔年交流で、28年度は韓国・培材中学校の使節団が根上中学校に来訪予定）
　平成28年8月中旬　韓国・培材中学校の使節団（生徒10人＋引率）を受入

■主な経費
補助金

■財源内訳

ロシア連邦シェレホフ市派遣・受入事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 2,855千円

　国際的視野を広げ、国際感覚の醸成と国際化に対応できる人材を育成するため、姉妹都市であるロ
シア連邦シェレホフ市との少年交流（派遣と受入）事業を実施する。

2,855千円

国庫支出金 県支出金 地方債

2,855千円

韓国・培材中学校受入事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 750千円

その他 一般財源

750千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

750千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【国際交流の推進】上段 下段【大学との連携】

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明
　寺井中学校と、姉妹校韓国・大徳中学校との交流活動を通じて両校の理解と友好を図る。
　（隔年交流で、平成28年度は寺井中学校の使節団が韓国・大徳中学校を訪問する予定）
　平成28年7月下旬　韓国・大徳中学校に使節団（生徒20人程度＋引率）を派遣

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
北陸先端大学生確保支援負担金

■財源内訳

300千円

先端大学生確保支援事業
予算区分 2款　総務費

予 算 額 300千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　能美市出身者の北陸先端科学技術大学院
大学への進学を促進するため、先端大と連携し
て、県外からのＵターン進学者への奨学金支給
制度を新たに創設し、地域の優れた人材の確
保・育成に努める。
奨学金額：25,000円／月×12か月×1人

300千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

韓国・大徳中学校派遣事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 895千円

895千円

895千円
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

下段【大学との連携】 【大学との連携】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）

■事業説明

■主な経費
・ＪＡＩＳＴと「地域」をテーマにした
課題の共同研究のための技術
サービス契約負担金

　　・金沢大学とのＣＯＣプラス事業による
　　連携事業 　155千円

■財源内訳

1,832千円

一般財源その他

123千円

大学連携事業
予 算 額 1,955千円

予算区分 2款　総務費

国庫支出金

ミニ移動大学の実施風景

地方債県支出金

　学官連携協定を締結している北陸先端科学技術大学院大学及び金沢大学と能美市が、地域課題の
解決を図る事業・地域創造を図る事業等を提案・マッチングし実施する。

1,800千円
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

２－１　歴史・文化・伝統の継承

２－２　自然環境の保全と活用

２－３　里山の保全と活用

２－４　水環境の保全と活用

２－５　循環型社会の形成

２－６　良好な景観の形成

予算額計 875,970千円
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

【歴史・文化・伝統の継承】上段 下段【自然環境の保全と活用】

（担当課：教育委員会生涯学習課）

■事業説明

■主な経費
公有地化に係る費用
調査業務委託費

■財源内訳

（担当課：市民生活部環境生活課）

■事業説明

【事業概要】
　ごみ焼却施設の延命化を図り、現在の１日16時間、
50ｔ処理の運転能力を、１日24時間、75ｔ処理できる
能力に向上させる基幹改良工事を実施する
　工事期間： 平成27年度～平成30年度
　総事業費： 2,322,659千円（概算額）
臨時経費分
　不燃物埋立処分場土堰堤築堤工事                                       　　　  
　分別収集計画策定業務委託 1,097千円

■主な経費
負担金 能美美化センター

ごみ焼却施設
■財源内訳

予算区分

その他 一般財源

国庫支出金 地方債県支出金

53,497千円

予算区分

その他 一般財源

129,955千円

82,560千円

秋常山古墳群と西山古墳群

国庫支出金 県支出金

3,000千円

能美広域事務組合負担金
　　　　（ごみ焼却施設基幹改良工事等分）

　能美美化センターのごみ焼却施設は、平成4年4月に稼働を開始。22年を経過して老朽化の顕在化
及び持ち込みごみの搬入量の増加により、処理能力を超える日もでてきたことから、国の循環型社会形
成推進交付金を活用して、能美広域事務組合が基幹改良事業等を実施する。能美市は、負担割合に
応じた負担金を支出する。

48,000千円

4款　衛生費

予 算 額 53,497千円

5,497千円

予 算 額

50,100千円

10款　教育費

156,002千円

　昨年度に引き続き西山古墳群を含む国史跡指定地内の私有地の公有地化を進める。史跡指定地内
にある徳久町・高座町共同墓地の移転事業に着手する。整備済古墳群の再整備事業を進め、郷土の
貴重な歴史遺産である能美古墳群を後世に継承していく。（事業年度：平成27～33年度）

地方債

20,342千円

23,362千円

史跡能美古墳群保存整備事業

21,678千円
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

【里山の保全と活用】上段 下段【循環型社会の形成】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）

■事業説明
　市民協働による里山エリアにおける地域づくり活動の推進

　里山交流イベントのネットワーク化

■主な経費
・里山地域振興ワークショップ開催費
・イベント広告物印刷、交通警備等委託費
・里山市民団体、イベント開催への補助金

■財源内訳

（担当課：市民生活部環境生活課）

■事業説明

【補助の概要】
・太陽光発電システム
　3～9.99ｋｗまで3万円
　　(3kw未満、10ｋｗ以上は対象外）
・風力発電（最大出力200w以上のもの）
　設置の10％（上限5万円）
・薪・ペレットストーブ
　設置の10％（上限5万円）
【変更】
　太陽光発電システムを一律補助に変更

■主な経費
補助金

■財源内訳
国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

自然エネルギー設備設置事業
予算区分

1,490千円

予 算 額 3,357千円

1,490千円

予算区分

3,038千円 319千円

2款　総務費
里山地域振興事業

1,490千円

　市民団体「能美の里山ファン倶楽部」を『新しい公共』と位置付け、市民や地域・行政が連携協働し
ながら過疎化が著しい里山エリアの活性化に努める。

　里山エリア（含九谷焼エリア）で開催されるイベントや伝承芸能のつなぎ合わせにより、交流人口の拡
大と地元住民の郷土愛を醸成し、ひいては能美市への定住化促進に努める。

23千円
684千円

2,650千円

　市民レベルでの太陽光発電や薪ストーブ設備等の導入に対し関心が高いことから、今年度も継続し、
居住する住宅または居住予定の住宅及び敷地内に住宅用太陽光発電、風力発電、薪・ペレットストーブ
等の設備の導入を支援するため、別に定める交付要綱に基づき補助金を交付する。

予 算 額

4款　衛生費

市民手づくりの里山交流イベント 市民手づくりの里山交流イベント 
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

３－１　居住環境の充実

３－２　適正な土地利用の推進

３－３　道路の整備

３－４　公共交通の充実

３－５　水道の整備

３－６　下水道の整備

３－７　浸水・排水対策の推進

３－８　防犯・交通安全の充実

３－９　消防・防災体制の強化

予算額計 4,891,420千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【居住環境の充実】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

■主な経費
消耗品費
手数料
測量・工事施設計委託料

工事費
財産購入費

■財源内訳

（担当課：産業建設部土木課建築住宅室）

■事業説明

■主な経費
耐震診断士派遣業務委託
耐震工事費診断設計補助金

■財源内訳

　周辺住民の快適な住環境に影響を及ぼすような危険空き家等で、実質所有者での除却が困難な空
き家を除却し、地域のコミュニティ環境を保全する。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

[新規]危険空き家等除却推進事業
予算区分 2款　総務費

予 算 額 7,041千円

203千円
2,664千円

1,080千円
2,090千円

2,650千円
2,340千円

耐震改修促進事業

　昭和56年以前に建築された木造住宅の耐震
診断及び耐震工事に対する補助

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,495千円 700千円 1,795千円

1,004千円

　住宅の耐震診断及び耐震改修工事を行おうとする者に対し、費用の一部を補助するもの

7,041千円

予算区分 8款　土木費

予 算 額 4,990千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【適正な土地利用の推進】

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

国庫支出金 地方債 その他県支出金

都市計画基礎調査業務
予算区分

都市計画マスタープラン策定事業

5,500千円

8款　土木費

一般財源その他国庫支出金

8,260千円

2,760千円

県支出金

　都市計画区域において、都市の現状や都市化の動向等を把握するため、都市計画法第6条に規定
する基礎調査を実施する。

地方債

5,138千円

8,260千円

予算区分 8款　土木費

予 算 額 5,300千円

5,300千円

　平成28年度末で目標年次の折り返しとなる10年が経過することから、計画の見直しを行う。
　平成28年度は、計画の構成における「全体構想」を策定する。

一般財源

予 算 額

H22.3公表 

能美市 

白山市 

川北町 

小松市 

能美都市計画区域 

【凡例】 

都市計画区域 

行政区域 
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【適正な土地利用の推進】

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料（設計・測量等）
用地・補償費
市道整備費

■財源内訳

　地域の実情等に応じた土地利用計画の全体的な見直しを検討する。

国庫支出金 その他県支出金

　道路整備による隣接地区とのアクセス強化、新たな保育園を核とした子育て環境の充実などを通し
て、地域住民の交流から育まれる寺井地区中心街の活性化を推進する。（事業年度：平成26～30年
度）

その他

53,200千円
387,300千円

28,900千円

454,300千円

8款　土木費

予算区分 8款　土木費

予 算 額 4,000千円

予 算 額

予算区分

4,000千円

11,759千円

国庫支出金 一般財源県支出金 地方債

185,400千円 5,000千円

地方債

235,000千円

土地利用計画検討業務

4,000千円

寺井地区都市再生整備計画事業

一般財源

【土地利用計画図】 

能美東西連絡道路 L=450m 

寺井地区中心市街地整備イメージ図 
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【道路の整備】

（担当課：産業建設部土木課）

■事業説明

■主な経費
測量設計委託料
道路用地取得費

岩内金剛寺線の計画図

■財源内訳

（担当課：産業建設部土木課）

■事業説明

■概要
　　全体事業費
　　うち能美市負担分

　　債務負担行為設定額（平成26～29年度）

■主な経費
道路改良工事費

（仮称）能美根上インターチェンジの計画図

■財源内訳

一般財源

国庫支出金 県支出金

910,000千円

305,000千円

予 算 額 14,900千円

　金剛寺町と岩内町を結ぶ重要な路線であり、整備することにより災害時の代替ルートとなる。また加賀
産業開発道路と接続する道路であることから物流の円滑化及び地域産業の活性化につなげる。（事業
年度：平成27～29年度）

1,600千円

県支出金

11,000千円

岩内金剛寺線道路改良事業
予算区分 8款　土木費

650,000千円

（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業
予算区分

　北陸自動車道にスマートインターチェンジを設置することで、本市の道路網とのネットワーク化を図り、
交通の利便性の向上及び地域産業の振興につなげる。（事業年度：平成25～29年度）

地方債 その他 一般財源

306,000千円

165,000千円 126,200千円 10,000千円 4,800千円

3,000千円

2,920,000千円

8款　土木費

7,700千円 5,600千円

その他国庫支出金 地方債

予 算 額
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【道路の整備】

（担当課：産業建設部土木課）

■事業説明
　能美市の連携強化・交流促進を図る東西幹線道路の一部として市道高堂寺井線を整備する。
　（事業年度：平成25～29年度）

■主な経費
調査委託料
道路改良工事費
道路用地取得費
物件移転補償費

■財源内訳

（担当課：産業建設部土木課）

■事業説明

■主な経費
道路改良工事費

粟生西２９号線側溝改良事業の計画図

■財源内訳

7,960千円
7,100千円

その他

　側溝を有蓋化にすることにより、狭隘部の幅員を拡幅し、通学時の安全で安心な歩行空間を確保す
る。（事業年度：平成28～29年度）

14,400千円

その他 一般財源

10,000千円

予算区分

51,840千円

8款　土木費

予 算 額 83,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債

高堂寺井線道路改良事業

一般財源

予 算 額 21,800千円
[新規]粟生西２９号線側溝改良事業

予算区分 8款　土木費

40,000千円 36,000千円 7,000千円

地方債国庫支出金 県支出金

21,000千円

6,300千円 3,000千円 2,500千円

高堂寺井線の計画図 

市道高堂寺井線Ｌ＝５１０ｍ
① ②

③
④

①

②

③

④
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【公共交通の充実】

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費

　　修繕料（車輛オーバーホール等）

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
　公共交通会議開催経費
　実態調査業務委託料

■財源内訳

その他

550千円 5,476千円

　　市内バス運行委託費　　　　 85,036千円

2款　総務費

予 算 額

予算区分

予算区分 2款　総務費

　交通弱者の生活の足の確保を図るため、市
内のすべての集落と主要な公共施設・商店街・
ＪＲ能美根上駅などを網羅する路線について、
市有バス（6台）をバス事業者に貸与し運行す
る。
　運行体制：連携バス3台、循環バス3台
　運行日：1月1日～3日を除く毎日
　乗車料金：１乗車あたり100円

　また、車両の延命化を図るため、1台のオー
バーホールを実施する。

88,832千円
コミュニティバス運行事業

国庫支出金 県支出金

3,003千円

地方債 一般財源

予 算 額

72,430千円

[拡充]公共交通システム構築事業

5,793千円

国庫支出金 県支出金 地方債 一般財源その他

233千円

16,402千円

　将来的な人口減少・高齢化の進展に伴い、今後の地域公共交通の在り方や運行形態について、「の
みバス」及び「市外への通学」に対する実態調査を実施し、公共交通会議で検討する。

6,026千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【公共交通の充実】

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費

■財源内訳

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

イベント風景
■主な経費

まちづくり業務委託料

■財源内訳
その他 一般財源

　ＪＲ能美根上駅周辺を活用したまちづくり活動による賑わいの創出を図る。

2,000千円

国庫支出金 県支出金

2,000千円

国庫支出金 県支出金

　貸切大型バスの値上げに伴い、市外の高校
が独自に運行してきた冬季通学バスの廃止が
相次いでいる中で、金沢・小松方面に通学する
学生の通学不便を解消するため、実態調査に
基づき、試行的に冬季通学対策を実施する。

　　冬季通学バス運行補助

予 算 額
能美根上駅周辺活性化事業

予算区分 8款　土木費

地方債

2款　総務費

一般財源

予算区分
[新規]域外交通アクセス対策事業

予 算 額

地方債 その他

5,500千円

5,500千円

5,500千円

2,000千円

金沢方面 

小松方面 

（イメージ） 
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【防犯・交通安全の充実】

（担当課：市民生活部環境生活課）

■事業説明

補助率 ＬＥＤ型灯具 1/2
従来型灯具 1/4
工事費等 1/3

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：市民生活部環境生活課）

■事業説明

【工事予定箇所】
福岡町～西任田町間 19か所
寺井町地内  7か所
徳久町～松が岡間 18か所
その他  6か所

■主な経費
工事費

■財源内訳

2款　衛生費

予 算 額 6,000千円

2,000千円

その他

6,000千円

2,000千円

予 算 額
街灯（防犯灯）ＬＥＤ化促進事業

予算区分 2款　総務費

地方債

国庫支出金 県支出金

2,000千円

　安心・安全なまちづくりのため、町会・町内会が主体となった街灯(防犯灯)の整備に対する補助事業。
ＬＥＤ型灯具の場合、補助率を１/2として省エネに目覚ましい効果をもたらしている。町内街灯(防犯灯)
電気料補助事業と並行し、安心安全と地球にやさしい環境づくりの両面から、積極的に推進していく。

一般財源地方債

一般財源国庫支出金 県支出金

町内街灯（防犯灯）整備補助事業

その他

予算区分

6,000千円

　能美市で管理している街灯（防犯灯）の更新新設に際しては、老朽化の目立つ灯具も多くなったことか
ら、10年計画で老朽化の目立つ灯具からＬＥＤ灯具に更新することを促進し、電気料金の経費削減も
図って、地球温暖化防止の一助にしていく。（2年目）
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【防犯・交通安全の充実】上段 下段【消防・防災体制の強化】

（担当課：市民生活部環境生活課）

■事業説明

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：総務部総務課防災対策室）

■事業説明

■主な経費
実施設計費
工事監理費
建設工事費

現在の辰口消防庁舎
■財源内訳

[新規]辰口分団活動拠点施設建設事業

　高齢者の自動車事故を未然に防止するため、70歳以上の市民を対象に、自動車運転免許証の自主
返納を促すため、のみバスフリーパス券の補助に加え、平成25年度から身分証明の手段である運転経
歴証明書の発行手数料の補助を実施している。

その他地方債

65,457千円

その他 一般財源

3,257千円50,200千円

県支出金 地方債

60,000千円

　なお、この施設には、消防本部辰口分署が併
設され、現在の辰口消防庁舎の体制と同様
に、消防署と消防団が連携して、能美市の消
防・防災活動の拠点として機能していくこととな
る。

国庫支出金

3,165千円
1,988千円

2,830千円

国庫支出金 県支出金

12,000千円

2,830千円

予算区分 2款　総務費

一般財源

高齢者運転免許証自主返納支援事業
予 算 額 2,830千円

　昭和49年に建設された現在の辰口消防庁舎は、施設の老朽化が著しく、耐震性も不十分なため、能
美市消防団辰口分団の活動拠点施設として、新たに建設する。

予算区分 9款　消防費

予 算 額
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

下段【消防・防災体制の強化】 【消防・防災体制の強化】

（担当課：総務部総務課防災対策室）

■事業説明
女性防災士との
意見交換会

出前講座での
災害図上訓練

■主な経費
防災士養成講座受講費用
防災士養成講座試験料・登録料
防災士出前講座費用弁償

■財源内訳

（担当課：総務部総務課防災対策室）

■事業説明

○全体事業費（付帯工事費含む）

・平成28年度当初予算額

能美市防災センターのイメージ
■財源内訳

県支出金 一般財源

664,560千円 213,400千円 1,020千円 12,238千円

国庫支出金 地方債 その他

891,218千円

防災センター建設事業
予算区分 9款　消防費

予 算 額 891,218千円

地方債国庫支出金 県支出金

[拡充]防災士育成費
予算区分 9款　消防費

予 算 額 989千円

2,140,000千円

　防災センターは、災害時における活動拠点となるほ
か、平常時には、防災に関する体験学習や研修施設
としての機能を設け、市民や児童生徒に対する防災知
識の普及を図るための防災教育の拠点としても活用し
ます。なお、施設には消防本部及び消防署を併設しま
す。

　地域の防災活動のリーダーとなる「防災士」の
資格取得について、講座受講費や試験料等を
助成することで支援する。今年度は、防災士が
いない6つの町会・町内会での資格取得促進
と、現在11名登録の女性防災士の人数の増員
を目指す。
　さらに、今年度は、「防災士による出前講座」
を開設し、住民代表である防災士と行政が協
働で市民の防災意識の啓発に努める。

615千円
288千円
40千円

　大規模災害に備え、防災体制の充実と市民が安心して暮らせる「災害に強いまちづくり」の拠点となる
「能美市防災センター」が今年度完成する予定です。
　平成28年5月の供用開始に向け、工事は順調に進み、あとは内装工事や、外構工事等、最終仕上げ
を残すのみとなっています。

その他 一般財源

989千円
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第４章　誰もが健康で安心して暮らせるまちづくり

４－１　保健・医療・福祉の連携

４－２　高齢者福祉の充実

４－３　障害者福祉の充実

４－４　児童福祉の充実

４－５　健康づくりの推進

４－６　社会保障の充実

４－７　バリアフリーの推進

４－８　地域福祉の充実

予算額計 7,365,586千円
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第４章　誰もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【保健・医療・福祉の連携】上段 下段【高齢者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部保険年金課）

■事業説明

■主な経費
　高齢者医療費給付金

■財源内訳

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明

対象者：要介護（要支援）を受けていない、過去１年間に長期入院（10日以上）していない85歳高齢者
内容：商品券（1万円分）を贈呈する。（のみ商業協同組合、ＪＡ、クレジットカートﾞ会社の3者から選択）

■主な経費
報償費

■財源内訳

　医療機関で支払った保険対象医療費の自己負担分3割のうち1割を助成する。
対象者：世帯全員が市民税非課税で、個人の所得が必要経費、控除（年金の所得は控除額を80万円
として計算）を差し引いたときに0円となる65歳～70歳未満の方

3款　民生費

2,400千円

3款　民生費

2,400千円

いきいき安心医療費助成事業
予算区分

予 算 額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,400千円

1,500千円

元気高齢者報奨事業
予算区分

1,500千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　介護保険料を負担しながらも要介護（要支援）認定を受けることなく、元気に過ごす高齢者に対して、
長年にわたる健康維持の努力に報い、商品券を贈呈し、引き続き健やかに過ごせるよう励行する。

予 算 額

1,498千円

①受診・支払 

対象者 

市 医療機関 

①受診・支払 ②領収書発行 ③申請（領収書添付） 

④助成（口座振込） 
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

下段【高齢者福祉の充実】 【高齢者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明

対象者： 75歳以上高齢者世帯 ・ 重度障害者世帯
利用料： １回100円
作業内容： １回あたり、１種類の作業（1人の作業員が1時間以内でできる簡易な作業）

①室内の掃除機かけ ⑥玄関掃除(戸の掃除含む)
(ゴミパックの交換含む) ⑦トイレ掃除

②雑巾がけ ⑧小さな家具の移動
③１階の窓拭き(２階は対象外) ⑨草むしり (１時間以内でゴミ袋2袋程度の簡易な作業)

④浴槽洗い ⑩小さな木の枝落とし
⑤照明(電球)交換と照明器具の清掃 (１時間以内でゴミ袋2袋程度の簡易な作業)

■主な経費
お助け隊委託料

■財源内訳

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明

対象者：おおむね65歳以上の一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、身体障害者のみの世帯で

利用者負担額（月額）：生活保護世帯0円、市民税非課税世帯100円、市民税課税世帯200円　
委託料（月額）：1台あたり2,200円又は2,720円又は2,870円（税抜き）【機種によって相違】

■主な経費
業務委託料

緊急通報システムの仕組み

■財源内訳

予算区分

その他

高齢者ちょこっとお助け事業
3款　民生費

予 算 額 460千円

その他 一般財源

予算区分

国庫支出金

予 算 額 3,000千円

3款　民生費

3,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 一般財源

県支出金 地方債

　一人暮らし高齢者等の急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図れるよう緊急通報装置を
設置する。

緊急通報体制等整備事業

　75歳以上高齢者の日常生活支援のため、シルバー人材センターに登録した「お助け隊」に作業委託
する。

460千円

433千円

 装置の設置が必要と判断される人

3,000千円
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【高齢者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
対象者：要介護3～5の要介護者を自宅で介護している介護者
　※条件：月20日間以上自宅で介護している。要介護者の介護保険料の所得段階区分第1～４段階
支給額：月13,000円
支　給：年3回（4月・8月・12月） 【所得段階区分】4月1日現在の世帯状況が基準になります

・生活保護受給者の方

・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方

・世帯全員が市民税非課税の方で、前年の合計所得金額と

■主な経費    前年の課税年金収入額の合計が80万円以下の方

寝たきり老人介護者手当 ・世帯全員が市民税非課税の方で、前年の合計所得金額と

   前年の課税年金収入額が80万円を超え120万円以下の方

・世帯全員が市民税非課税の方で、第１、２段階に該当

   しない方

・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税

   非課税の方で、本人の合計所得金額＋課税年金収入額が

   80万円以下の方

■財源内訳
その他

3款　民生費

予 算 額 10,200千円

国庫支出金

10,200千円

県支出金 一般財源

10,200千円

在宅寝たきり老人等介護慰労金支給事業
予算区分

第１段階

第２段階

第３段階

地方債

第４段階
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【障害者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

≪事業内容≫
居宅介護等事業
短期入所事業
生活介護事業
療養介護事業
施設入所支援事業

■主な経費
扶助費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

≪事業内容≫
就労継続支援事業

・就労移行支援
・就労継続A
・就労継続B
・自立訓練

共同生活援助事業
・グループホーム

■主な経費
扶助費

■財源内訳

3款　民生費

予 算 額

131,390千円

　一般就労が困難な障害者を対象に継続的な就労支援として、就労機会の提供及び就労に必要な知
識・能力の向上をはかる訓練を実施する。地域で共同生活を行える障害者に共同生活の場を提供す
る。

その他地方債国庫支出金 県支出金 一般財源

262,780千円

65,695千円

障害福祉サービス・訓練等給付事業
予算区分 3款　民生費

予 算 額 262,780千円

192,242千円 96,121千円 96,121千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

65,695千円

384,484千円

　居宅で身体介護や家事援助の支援を行う、または施設への通所や入所で、入浴、排せつ及び食事
等の介護を提供する。

384,484千円

障害福祉サービス・介護給付事業
予算区分
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【障害者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
扶助費
委託料

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明
児童発達支援事業

放課後等デイサービス

■主な経費
扶助費

■財源内訳
県支出金

予算区分

　障害福祉サービス等利用のための計画作成や生活全般にわたる相談支援を市内3か所の相談支援
事業所において実施する。

障害者・児相談支援事業
3款　民生費

国庫支出金

予 算 額 25,003千円

一般財源その他地方債

13,304千円

15,599千円

予算区分 3款　民生費
障害児給付事業

県支出金

3,899千円7,800千円

9,332千円

　日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練その他の支援を
提供（未就学児）

放課後や夏休み等長期休暇中の生活能力向上の訓練、放課後の居場所作り

130,556千円予 算 額

130,556千円

国庫支出金 その他 一般財源

32,639千円

地方債

65,278千円 32,639千円
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）
■事業説明

　※妊娠・出産に伴う医療費の計算方法

― ＝

但し、高額療養費・付加給付・

室料差額（差額ベッド代）・

食事療養費等を除く

■主な経費
妊産婦医療給与金

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明
①不妊症治療

治療費の1/2額

②不育症治療
１組の夫婦に対し30万円/年度を助成する。

■主な経費
子宝支援給与金

■財源内訳
地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

妊産婦医療費助成事業

7,320千円

出 産 費 用 差　　　額
(保険診療の自己負担分が最大)

※妊娠に伴う医療費は、保険診療分の自己負担分を支給。出産に伴う医療費は、出産費用（各種控
除あり）が出産育児一時金を超えた場合に限りその差額を支給する。ただし、保険診療の自己負担分
が最大

予 算 額 7,320千円

予算区分 3款　民生費

　 母子手帳の交付を受けた方の妊娠から出産の翌月末日までの妊娠・出産に伴う医療費を支給する。
妊娠に伴う医療費の申請の際には、医師の証明が必要。

出産育児一時金

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,320千円

予 算 額 13,500千円

区分
一般不妊治療 特定不妊治療

治療費の1/2額

3款　民生費

治療費の1/2（上限80万円/年度）

（5万円/年） （7万円/年）

タイミング療法・薬物療法・人工授精等 体外受精・顕微授精

子宝支援給与金支給事業
予算区分

・石川県不妊治療支援事業（県助成）の対象者は治療
費から県助成額を控除した額の1/2額

助成回数 制限なし
県助成対象者 県助成対象外

県助成を受けた数
+2回まで

2回まで

13,500千円

610千円 12,890千円

助成額

対象者 市内在住１年以内 市内在住１年以上 市内在住１年以上の夫婦
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
乳幼児・児童医療給与金
現物給付に伴う審査支払手数料

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明
　出生から満2歳までの児童を養育する保護者に紙おむつ、粉ミルクを購入できる助成券を支給する。

第1子　　　　　月1,000円券を1年分
第2子　　　　　月1,000円券を2年分(1年分ずつ支給)
第3子以降　　月2,000円券を2年分(1年分ずつ支給)
転入の方は満1歳または満2歳までの誕生月数に応じた枚数となる。

■利用方法
　市内登録店舗から対象商品（紙おむつか粉ミルク、あるいは両方）を購入した時
に支払金額の一部として助成券を渡す。
　（対象商品が1,000円以上の買物に使用）

■主な経費
助成券、申請用紙作成 　
のみっ子すくすく助成券支給事業費

■財源内訳

県支出金

予算区分 3款　民生費

予 算 額 210,000千円
乳幼児・児童医療費助成事業

国庫支出金

　0～18歳の乳幼児・児童・生徒に対して、入院・外来の保険医療費の自己負担分を給付し、家庭の医
療費負担の軽減を図ることにより、子どもを出産し育てやすい環境をつくることを目的とする。平成27年4
月診療分から現物給付方式を開始した。県外医療機関を受診等、受給者証を使用しなかった場合は
従来通り償還払い。

地方債 その他 一般財源

179,000千円21,000千円 10,000千円

予 算 額 11,600千円
のみっ子すくすく助成券支給事業

予算区分 3款　民生費

11,600千円

県支出金 その他

11,270千円

地方債国庫支出金 一般財源

330千円

202,000千円
8,000千円

乳幼児・児童 
・生徒 

医療
機関 

市 

②受診（受給者証提示） 

①受給者証交付 

④通知 

本格スタート 

平成27年度 

審査支
払機関 

⑤支払 

⑥支払 ③請求 
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【児童福祉の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
調査票発送・返信郵便料
調査・計画策定委託料

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
臨時職員賃金
子育て応援サイト使用料

■財源内訳
国庫支出金 県支出金

1,724千円

その他 一般財源

県支出金 地方債

[新規]子ども未来応援計画策定事業
予 算 額 3,000千円

予算区分 3款　民生費

　子どもの貧困状況等の調査や若者貧困調査を行い、支援を必要とする基礎資料の作成や計画策定
を行う。

その他 一般財源国庫支出金

2,250千円 750千円

3款　民生費

予 算 額 5,168千円
子育て情報サポート事業

　子どもや保護者に、教育や保育ができる施設と地域の子育て支援事業の情報提供をし、また必要に
応じて子育て等の不安の相談・助言を行う。
　子育て支援センター、子育て支援課、保育園、児童館に子育てコンシェルジュを配し、子育てに関す
るよろず相談を受け、関係機関とも連絡を取り、情報提供する。
　また、フェイスブックの活用やＷＥＢ・スマホサイトの開設による情報発信を行う。

予算区分

地方債

1,722千円 1,722千円

660千円
2,250千円

2,083千円
2,955千円
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

    　   
　　　　・小学校3年生以下の第2子は半額。3人目以降は無料

　　　　・年収360万円未満の世帯における第2子は半額　[拡充]
　　　　　3人目以降は無料（第1子の年齢制限なし）

　　　　・低所得のひとり親家庭等の児童の保育料の軽減
第2階層⇒無料
第3階層⇒第1子　半額　[拡充]
　　　　　　　第2子　無料　[拡充]

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
監理委託料
建設工事費

■財源内訳

56,563千円 8,142千円 869,900千円

　　　　・18歳未満の第3子以降児童の保育料の無料（所得制限なし）

予 算 額
[拡充]保育園運営費

予算区分 3款　民生費

1,704,349千円

　市内16保育園の運営に必要な経費。
　保護者が就労している、していないにかかわらず、お子様をお預かりする保育所型認定こども園として
運営している。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長野保育園建設事業

377,410千円 1,279,935千円15,907千円 31,097千円

3款　民生費

1,031,153千円

　保育園の統廃合計画に基づき、長野保育園と若葉保育園の一部園児を受け入れる統合保育園（定
員180名）と併設して、長野児童クラブ室（定員80名）を大長野町公民館隣接地に新たに建設する。平
成27～28年度は、防衛省及び厚生労働省補助金を活用する。

予 算 額

予算区分

その他県支出金国庫支出金 一般財源地方債

11,553千円
1,000,000千円

70,410千円 26,138千円
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

【対 象 者】　母子家庭、父子家庭及び養育者（ひとり親の児童を養育している方）

【支 給 額】　月額　児童ひとりにつき2,000円

【支 給 月】　8月・12月・3月

■主な経費
福祉手当

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
ひとり親家庭等医療費
現物給付に伴う審査支払手数料

■財源内訳

14,700千円

予算区分 3款　民生費

予 算 額 14,700千円

　ひとり親家庭等で児童（0歳～18歳）を養育する方に対し、月額2,000円を8月・12月・3月にそれぞれ
支給する。

ひとり親家庭等福祉手当給付事業

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

14,700千円

予算区分 3款　民生費
ひとり親家庭等医療費助成事業

24,500千円予 算 額

　ひとり親家庭の父・母・児童の医療費を助成する。児童の医療費に限り現物給付。ひとり親家庭の父
母、県外医療機関を受診等、受給者証を使用しなかった場合は従来通り償還払い。

24,100千円

国庫支出金 県支出金

400千円

地方債 その他

8,000千円 16,500千円

一般財源

父母 医療
機関 

市 

①受診・支払 

②領収書発行 

③申請 ④助成（金融機関） 

償還払い 

②受診 
（受給者証提示） 

現物給付 

医療
機関 

乳幼児 
・児童 

審査支
払機関 

市 

④通知 

⑤支払 

③請求 ⑥支払 ①受給者 
  証交付 
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明

■主な経費
母子健康診査委託料
母子健康診査事務委託料
妊産婦及び乳児健康診査助成事業費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明

■主な経費
 母子保健コーディネーター（助産師）配置
 産前・産後ヘルパー派遣委託料
 産後ケア（通所・入院）事業委託料
 かんがるーコーナーの充実

■財源内訳

1,870千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

1,768千円 1,374千円

100千円 902千円

その他

[拡充]妊産婦・乳幼児医療機関委託健診事業
予算区分 4款　衛生費

一般財源

51,200千円予 算 額

一般財源

50,198千円

国庫支出金 県支出金 地方債

予 算 額 5,012千円
[拡充]出産子育て応援事業

4款　衛生費

　医療機関及び助産施設に妊産婦・乳幼児健康診査を委託し、疾病等の早期発見及び産後うつ等へ
の早期支援を図る。県外での里帰り出産等による健康診査の助成も実施。（妊婦一般健診14回、産婦
一般健診1回、乳児一般健診2回、妊婦・乳幼児精密検査）
[拡充]妊婦一般健康診査の検査項目を追加
[新規]15回目以上の妊婦一般健康診査の助成を実施

49,395千円
705千円

1,000千円

予算区分

　子どもを産みやすく、育てやすい環境をつくるために、妊婦、出産、子育ての段階に応じ切れ目のない
支援を行う。母子保健コーディネーターが、妊産婦が抱える課題に対し包括的な支援を提供する。
[拡充]かんがるーコーナーの環境整備を行い、おっぱいの相談日「まちの授乳室」を開設し、産後間もな
い時期の支援を実施。

2,178千円
516千円
788千円
882千円
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【健康づくりの推進】上段 下段【社会保障の充実】

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明
胃がん検診・大腸がん検診：40歳以上、前立腺がん検診：50歳～74歳の男性
肺がん検診：40歳以上（CT検査は50、55、60、65歳のみ）
胃の健康度チェック検査（ペプシノゲン、ヘリコバクター・ピロリ抗体）：39歳
子宮頸部がん検診：20歳以上の女性
乳・甲状腺がん検診：30歳以上の女性
[拡充]乳がん検診のマンモグラフィ検査（40歳代）は2方向撮影に精度向上する。
[拡充]無料クーポン券の配布　子宮頸部がん検診：20歳全員・25歳未受診者　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 乳がん検診：40歳全員

■主な経費

がん検診委託料
女性がん検診委託料
データ作成業務委託料
女性がんクーポン券発送業務

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

『臨時福祉給付金(簡素な給付措置）』
対象者：市民税が課税されていない人（市民税課税者の扶養親族、生活保護受給者を除く）
給付額：一人あたり　

[新規]『年金生活者等支援臨時福祉給付金』
対象者：簡素な給付措置の受給者のうちの高齢者等年金受給者
給付額：一人あたり　

■主な経費
給付費
（簡素な給付措置19,500千円、年金生活者等支援臨時福祉給付金129,300千円）

事務費

■財源内訳

国庫支出金 県支出金

32,966千円
31,793千円

[拡充]各種がん検診事業
予算区分

予 算 額

4款　衛生費

67,673千円

地方債 その他 一般財源

67,141千円

県支出金 地方債 その他

165,316千円

1,296千円
657千円

3款　民生費

予 算 額

165,316千円

国庫支出金 一般財源

532千円

臨時福祉給付金支給事業
予算区分

16,516千円

　平成26年度からの消費税率引き上げに伴う低所得者に与える負担への適切な配慮として、対象とな
る方に『臨時福祉給付金(簡素な給付措置）』を支給します。
　また、新たに、「一億総活躍社会」の実現に向け、低所得の高齢者等年金受給者を対象に『年金生活
者等支援臨時福祉給付金』を支給します。

3千円

148,800千円

3万円
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【社会保障の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
低所得者の介護保険料を軽減し、その軽減分を国、県、市で公費負担する。
公費負担割合：国1/2、県1/4、市1/4

軽減対象者：所得段階第１段階の第１号被保険者
軽減される割合：負担割合 0.5 → 0.45に軽減

◇所得段階第１段階
・生活保護受給者および老齢福祉年金受給者
　で世帯全員が市民税非課税の人
・世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額
　と合計所得金額の合算額が80万円以下の人

■主な経費
介護保険特別会計繰出金

■財源内訳

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明

対象サービス
訪問介護
介護予防訪問介護
訪問入浴介護
介護予防訪問入浴介護
介護予防訪問介護相当（総合事業）

■主な経費
扶助費

　　訪問介護（ホームへルパー）
■財源内訳

4,500千円

予算区分

4,500千円
介護保険低所得者保険料軽減事業

県支出金

予算区分

3款　民生費

予 算 額

1,125千円2,250千円

国庫支出金

地方債 その他 一般財源

1,450千円

1,450千円

地方債 その他 一般財源

1,125千円

介護保険低所得利用者負担軽減事業

国庫支出金 県支出金

　市民税非課税世帯の訪問介護サービス利用者に『減額認定書』を発行し、利用者負担の3/10を助
成（現物支給）する。事業所が利用実績をもとに助成分を市へ請求し、翌々月に助成分を支払う代理
受領方式

1,450千円

予 算 額

3款　民生費
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【社会保障の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
　在宅で介護している家族の介護負担を軽減するため、　介護用品購入費の一部を助成する。

対象者：要介護1～5の在宅高齢者
　　　　　 身体障害者手帳1・2級を所持する在宅重度障害者（児）

対象品目：紙オムツ、紙パンツ、尿とりパッド

支給方法：助成券交付

助成額：年間60,000円上限（5,000円／月）

■主な経費
介護用品支給費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明
　　[生活保護事業]

　　[生活困窮者自立支援事業]
生活に困窮している人に対し、生活保護受給前の段階で自立に向けた支援を実施

■主な経費
　[生活保護事業]

生活扶助費
一般扶助費
介護扶助費
救護施設費

医療扶助費

　[生活困窮者自立支援事業]

■財源内訳

介護用品購入助成事業
予算区分 3款　民生費

予 算 額 28,000千円

28,000千円

国庫支出金 県支出金

628千円 10千円

国庫支出金

187,840千円

15,631千円

80,660千円
7,800千円

生活保護事業
予算区分

142,340千円

県支出金

一般財源

75,772千円

予 算 額

地方債 その他

3款　民生費

　　自立相談事業、住居確保給付金事業、学習支援事業
3,438千円

地方債 その他

264,250千円

生活保護実施に伴う生活、住宅、医療、介護等の扶助費及び救護施設入所者の施設事務費

一般財源

27,800千円

 

 

 

福祉総合相談受付 

＋＊ 
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第４章　誰もが安心して暮らせるまちづくり

【バリアフリーの推進】上段 下段【地域福祉の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
　介護を要する高齢者等及び身体・知的障害者の居住する住宅のリフォーム（改造）に要する
費用に対し助成することにより、在宅生活の維持向上を図る。

補助率 ： 助成対象工事額に補助率をかけ助成額を算出します。
補助率

・生活保護世帯 100%
・住民税非課税世帯 90%
・住民税均等割のみ課税世帯 70%

　　　　　

対象者 ： 要支援1・2要介護1～5の方がいる世帯
　　身体障害者（下肢等の障害）１～3級
　　視覚障害者1・2級、療育手帳Ａ

■主な経費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
調査協力者報償金
事務費
システム導入費

■財源内訳

3款　民生費

予 算 額 6,700千円
自立支援型住宅リフォーム推進事業

予算区分

460千円 9,540千円

一般財源その他

300千円
60千円

9,640千円

一般財源その他

[拡充]福祉安心マップ作成事業
予算区分

地方債

3款　民生費

2,870千円

国庫支出金

3,830千円

県支出金 地方債国庫支出金

　民生児童委員により一人暮らし高齢者等の対象者の確認調査と新規対象者の調査を実施し、登録
情報の更新を行う。また、ふだんの見守り活動や災害時の安否確認に活用してもらうため、対象者台帳
と地図情報を各町会・町内会へ配布する。特に平成28年度は、新しく「災害時要援護者支援システム」
を導入し、新たに完成する防災センターの消防指令システムとの連携を図り、市民の更なる安全安心の
確保に努める。

（登録情報）　介護情報、障害情報、主治医、緊急時連絡先、支援の必要性、サービスの状況、服薬、
食事、避難時支援の必要性

予 算 額 10,000千円

県支出金

補助限度額
100万円
100万円
50万円

扶助費 6,700千円

《公的な情報》
高齢者情報、障がい者情報、

ひとり親世帯情報 等

《地域の情報》
虚弱・日中一人暮らし高齢者、

病気療養者 等

民生委員・児童委員の調査活動民生委員・児童委員の調査活動対象者

支援を必要とする人の情報支援を必要とする人の情報

市・社会福祉協議会
町会・町内会長、役員、

福祉推進員、地域住民

情報
調査

福祉見守りあんしんマップの作成福祉見守りあんしんマップの作成

対象者

調査

承諾 承諾

協働
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

５－１　農業の振興

５－２　林業の振興

５－３　商業の振興

５－４　工業の振興

５－５　観光の振興

５－６　起業支援・産学官連携の推進

５－７　九谷焼の振興

５－８　労働環境の向上・支援

５－９　消費生活の向上

予算額計 748,478千円
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【農業の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

　・対象作物　　大麦・大豆・そば等
　　　

　

■主な経費
補助金

　　     　大豆

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

  ・経営転換協力金 (離農者対象）

　     0.5ha超　2ha未満
 2ha超

■主な経費
補助金

■財源内訳

25,600千円

25,600千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　大麦

予 算 額

　需要のある畑作物等の生産拡大のインセンティブを高め、米の需給均衡を図るとともに農業者の安定
経営を支援する。

生産調整特別助成事業
予算区分 6款　農林水産業費

25,600千円

農地集積協力金事業
予算区分 6款　農林水産業費

　「能美市人・農地プラン」に基づき、地域の担い手農家に農地を集積し、地域農業者の維持、経営強
化

予 算 額 16,380千円

16,380千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

16,290千円 90千円

0.5ha 以下 300千円
500千円
700千円
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【農業の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

　 ・交付単価　　　　　　　　最大で16,000円/10a  (国１/2　県１/4　市1/4）　
　　　　 　　　　

■主な経費
補助金

　　　　　冬期湛水による環境保全型農業（イメージ）

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明
　中山間地域の生産条件の不利を補正し、農地を保全、多面的機能を確保する。
  ・交付単価　　田　　急傾斜　 21,000円/10a　　緩傾斜　 8,000円/10a
  ・対象面積　　88,971㎡(急)　　535,315㎡(緩)
  ・対象集落 　鍋谷町、金剛寺町、和気町、坪野町、鍋谷町、仏大寺町
  ・負担割合 　直払交付金　　国　1/2　　県　1/4　　市　1/4
　　　　　   　  　推進交付金　　国　10/10

■主な経費
補助金

■財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,288千円

 　・対象農用地　45.8ha

　地球温暖化防止に効果の高い営農活動や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む農業
者等に支援を行う。

環境保全型農業直接支援対策事業
予算区分 6款　農林水産業費

予 算 額 6,288千円

4,716千円 1,572千円

中山間地域等直接支払事業
予算区分 6款　農林水産業費

予 算 額 6,243千円

6,243千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,705千円 1,538千円
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【農業の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

・対象集落数
　　 農地維持支払　 　　 　　14集落

農地維持支払＋資源向上支払
　　・対象面積

１,204ha

    ・交付単価
農地維持支払（3,000円/10a)
資源向上支払（継続1,800円/10a  新規2,400円/10a)

■主な経費
　　補助金

　　　多面的機能支払イメージ図

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

　・資金使途　 　　農業経営に必要な運転資金
　・償還期限　 　　5年以内
　・貸付限度額　  個人500万円以内　法人1,000万円以内

　・償還方法　　 　元金均等年賦償還
　・利子補給率　  1.0％以内

■主な経費
補助金

■財源内訳

国庫支出金 地方債

多面的機能支払事業
予算区分 6款　農林水産業費

予 算 額 53,291千円

　　農地のもつ食料生産、水源涵養、洪水防止、環境保全、景観形成などの多面的な機能を維持する
ために、共同で水路、農道、ため池等の農業用施設を維持管理する地域に補助金を交付する。

県支出金 その他 一般財源

53,291千円

予 算 額 700千円

第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

39,968千円

経営安定化対策資金利子補給事業　
予算区分

13,323千円

　平成26年産米の品質低下、収量減により、経営が悪化した農家を支援するため、一時的な運転資金
として能美市農業者経営安定化対策資金を貸し付ける金融機関対して利子補給金を交付する。

6款　農林水産業費

 ・利子補給期間  2年間

700千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

700千円

15集落
28集落
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【林業の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

・事業主体　かが森林組合
・事業費　　 105,000千円
・事業内容　貯木場整備

 高性能林業機械整備

・事業費負担 　国50%　森林組合35%
　　  　  市15%(小松・加賀・白山・能美）

■主な経費
負担金

(能美市負担分1,110千円のうち平成28年度分370千円）

(平成29年度まで）

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

 ・要件
　　住戸面積　　 75㎡以上
　　木材使用量　住宅面積１㎡あたり0.12㎥以上

　　

■主な経費
補助金

　　　　　　　加賀の木づかい奨励事業による建築事例 

■財源内訳

地方債 その他 一般財源

チップ加工作業状況(加賀森林組合）

6款　農林水産業費
森林林業再生基盤づくり事業

予算区分

予 算 額 370千円

　かが森林組合が取り組むバイオマス発電用の木材チップ加工施設整備事業を支援し、森林保全と林
業振興を図る。

370千円

国庫支出金

370千円

県支出金

　地元産木材の需要拡大を図るとともに林業の振興と山村地域の活性化に寄与するため、地域産木材
を一定規模以上使用した住宅を取得する者に対し奨励金（補助金）を交付する。

加賀の木づかい奨励事業
予算区分 6款　農林水産業費

800千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

800千円

予 算 額 800千円
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【工業の振興】

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明
当該支払利子のうち0.5％相当分を利子補給
助成対象：石川県経営安定支援融資（一般分・緊急経営安定支援・資金繰り支援分）

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

（補助額　補助対象経費の1/2以内の額　30万円限度）

（対象者）　

補助金

■財源内訳

経営安定支援特別対策助成金

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

7款　商工費

予 算 額 24,000千円

一般財源

24,000千円

地方債

1,000千円

24,000千円

予算区分

一般財源

（1）能美市内に主たる事業所及び工場等を有する者
（2）能美市内に引き続き1年以上事業を営んでいる者

7款　商工費

　産学連携による新しい技術開発・製品開発等を促進し、著しい経済環境の変化に積極的に対応す
る”ものづくり産業”の育成を図ることを目的とする。
　中小企業者が技術力及び競争力の向上を図るため、石川県内の公的支援機関及び大学等を利用し
て、依頼試験等及び試験機器設備の利用等を行った場合の経費の一部について補助金を交付

予算区分
ものづくり中小企業技術開発支援事業

1,000千円

国庫支出金

予 算 額

その他

1,000千円

県支出金
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【観光の振興】

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料
消耗品費等

■財源内訳

3,100千円

県支出金 地方債 その他

700千円 2,800千円

2,460千円

予 算 額 3,500千円

予算区分

国庫支出金

予算区分 7款　総務費

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　平成26、27年度と九谷茶碗まつりの九谷陶芸村への移転周知のために、大野俊三氏のライブを実施
してきたことで、まつり会場も周知された。
　平成28年度においては、九谷陶芸村の魅力アップと九谷陶芸村まつりへの誘客も兼ね、11月の陶芸
村まつりにあわせて同氏によるライブを実施する。合併10周年記念曲の作曲など、大野氏と能美市との
つながりもますます強くなってきており、これにより能美市のＰＲにもつながる。

一般財源

7款　商工費

[新規]九谷陶芸村まつり誘客促進事業
予 算 額

150千円

2,460千円

　ウルトラマンとのコラボレーションによるウルトラなまちづくりのベースとなっている郷土出身の脚本家、
佐々木守氏の没後10年、ウルトラマン生誕50周年にあたる平成28年において、佐々木守氏の遺品等
を展示し、佐々木氏独自の世界、ウルトラマンとのつながりを垣間見れる展示会の実施のほか、九谷焼
アートシリーズを継続して展開する。

2,310千円

ウルトラなまちづくり事業

400千円

九谷陶芸村ビッグモニュメント前で 
演奏する大野俊三氏 

ありし日の佐々木守氏 

はじめて出会う伝統工芸、ウルトラマン絵付

九谷焼ウルトラマンシリーズ 
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【観光の振興】

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料
旅費等

■財源内訳

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
貸付金

■財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

予算額 3,110千円

一般財源

[新規]観光アクションプラン推進事業
予算区分 7款　商工費

その他

7款　商工費

3,110千円

予 算 額 250,000千円

国庫支出金

250,000千円

県支出金 地方債 その他 一般財源

250,000千円

3,000千円

　北陸新幹線の沿線、東京オリンピック・パラリンピックの開催を数年後に控え、石川県全域、ひいては
南加賀地域への誘客等を推進するための取り組みを後押しする目的で石川県が創設する新たな基金
への貸付金

110千円

[新規]新ほっと石川観光プラン推進ファンド事業
予算区分

　住みよさランキング、働く世代が住みやすい都市ランキングなどで高い評価を得ている一方、能美市と
しての知名度は決して高いとは言えないことから、能美市そのものの知名度向上、ブランドとしての能美
市の魅力アップのため、コンセプトに基づいた新たなＰＲ素材の開発などを進める。
　また、能美市における観光をより一層効果的に推進するため、あらゆる主体が一体化した新たな観光
推進組織（能美市版ＤＭＯ）構築の可能性を検討するため、調査研究を行う。

ＤＭＯの概念図 

ＧＷには各市で 
イベントが集中 

オール加賀会議作製の 
観光ポスター 
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【観光の振興】

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
広告料
委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部観光交流課）

■事業説明

平成28年1月末での登録状況

・名誉観光大使 松井　秀喜さん

・観光大使 多嶋　沙弥さん、ハンディやしきさん

・観光特使 南　正久さん

佐々木　崇夫さん

冨田　淳さん

杉田　知洋江さん

藤田　誠さん

■主な経費
印刷製本費
旅費

■財源内訳

予算区分 7款　商工費

6,780千円予 算 額

予 算 額

プロモーション事業

2,315千円

その他国庫支出金 県支出金 地方債

6,430千円

一般財源

500千円
観光大使登録事業

250千円

　能美市の知名度向上のため、市出身の著名人や主に大都市圏在住で能美市に縁のある方々を「観
光大使」「観光特使」に委嘱、名刺によるＰＲや、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等を用い
た情報発信を積極的に行っていただくことで能美市への誘客を図るとともに、市内観光施設等の利用促
進を図る。平成28年度において新しい大使を追加任命し、活動の幅を広げる。

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

500千円

250千円

　能美市の知名度向上、九谷焼や辰口温泉、地域産物のＰＲ等のため、主に首都圏で開催されるイベ
ントなどに参加、能美市の魅力をＰＲするほか、旅行雑誌への掲載や高速道路のサービスエリアなどで
のプロモーション活動を実施する。

4,465千円

予算区分 7款　商工費

350千円

 

伝統工芸フェア（東京ドーム）に出展 日本橋京橋まつりの能美市ブース 

伝統工芸フェアでは観光大使も能美市をアピール 

57



第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【起業支援・産学官連携の推進】上段 下段【九谷焼の振興】

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明
・趣旨

・事業概要

（補助額　創業塾＜能美市商工会＞　300千円）
（補助額　補助対象経費の1/2以内の額　500千円限度）
（対象者）　

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

（補助金）
支払給与の1/4　上限　月額3万円

H24年度：2人
H25年度：4人
H26年度：4人

■主な経費
補助金

■財源内訳

2,962千円

1,440千円

地方債

九谷焼後継者定着化支援補助金
予算区分 7款　商工費

予 算 額 1,440千円

　この地域において、長い年月の間、大切に守り続けられてきた九谷焼を受け継ぐ後継者の育成・定着
化を図るため、県立九谷焼技術研修所の卒業生を雇用する事業所に対して補助する。

その他 一般財源

1,440千円

国庫支出金 県支出金

[新規]創業支援補助金
予算区分 7款　商工費

　起業を志す創業希望者に対する補助金制度の創設、商工会・金融機関等との連携による創業までの
支援体制を構築し、創業者の育成を図る。創業塾の実施（能美市商工会）及び市民の創業に対する補
助金を交付

その他

　本市での事業化の可能性について検討や助言を行う組織の設置など、企画・計画段階から創業に至
るまでの支援を図り、既存産業の振興と新産業の創出・育成に向けた取り組みを推進する。

予 算 額 2,962千円

県支出金国庫支出金 一般財源地方債

2,962千円

（1）能美市内に主たる事業所及び工場等を有する者
（2）能美市内に引き続き1年以上事業を営んでいる者

58



第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【労働環境の向上・支援】上段 下段【消費生活の向上】

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

（奨励金）
6か月以上12か月未満　　50,000円
12か月以上　　　　　　　　100,000円

H24年度：11人
H25年度：6人
H26年度：4人

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：市民生活部市民課）

■事業説明

相談業務 ： 月～金曜日（祝祭日、年末年始除く）
                   午後1時～午後5時

■主な経費
報酬

職員手作りの啓発チラシ
■財源内訳

678千円900千円

地方債

5款　労働費

　市民生活の安全・安心を確保するため「能美市消費生活相談室」として専門相談員を配置し、悪質な
販売の契約解除、あっせん解決や助言のほか、消費者トラブルを未然に防止するための啓発活動や、
各年齢層に応じた消費生活講座を市内各所で開催する。

994千円

国庫支出金 県支出金

　中高年齢者や障がい者の能力開発と雇用の促進を図るため、満45歳以上満65歳まで、又は身体障
害者手帳、療育手帳、もしくは精神障害者手帳を保持している方の職業訓練費用に対し、奨励金を支
給する。

その他 一般財源

消費者行政活性化事業
予算区分 5款　労働費

予 算 額 1,578千円

350千円

予算区分
中高年齢者等職業訓練奨励補助金

予 算 額

その他 一般財源

350千円

地方債

350千円

国庫支出金 県支出金

50,000円
100,000円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

６－１　学校教育の充実

６－２　青少年の健全育成

６－３　生涯学習の推進

６－４　芸術・文化の振興

６－５　生涯スポーツの推進
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
ソフト使用料
備品購入費

■財源内訳

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
講師謝金

■財源内訳

国庫支出金 県支出金

　児童生徒の安全・安心を確保するべく、防災連絡、不審者情報、熊情報、その他の緊急連絡のため
のメール配信システム及びパルスオキシメーター（※）を整備する。
※指先などにクリップ状の器具を装着し、動脈血酸素飽和度（血液中の酸素濃度）を計測する医療機
器

519千円
323千円

地方債 その他 一般財源

学校安全管理対策事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 842千円

842千円

[拡充]フォローアップスクール事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 2,553千円

　これまで市内の小学校4年生以上の希望者を対象とし、3会場で実施していたが、平成28年度から
は、3～6年生の希望者に対し、根上・寺井・辰口地区の8会場で地域の人材を活用し、土曜スクール・
放課後学習等を実施する。主に算数科を通して自学自習をモットーに学習習慣の定着、学力向上を図
る。

2,463千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,553千円

パルスオキシメーター 
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
臨時職員賃金等

■財源内訳

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
備品購入費

■財源内訳

予 算 額 34,577千円

　発達障害のある児童生徒、外国籍の児童生徒等、特別な教育的支援を必要とする児童・生徒が在
籍する学校に対して支援員を配置し、対象児童生徒の学びを支援し、学習活動上のサポートを行う。
　また、平成28年度は、特別支援教育支援員を3名増員する。

34,517千円

県支出金国庫支出金

[拡充]特別支援教育支援員配置事業
予算区分 10款　教育費

地方債 その他 一般財源

34,577千円

中学校指導書等整備事業　
予算区分 10款　教育費

予 算 額 6,223千円

　平成27年度の教科書採択に伴い、中学校に教師用指導書や教科書、デジタル教科書を整備し、学
習指導の充実を図る。

6,223千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,000千円 223千円

指導書（例） 
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明

■主な経費
監理委託料 対策工事が予定されている湯野小学校講堂

施設改修工事費

■財源内訳

（担当課：教育委員会生涯学習課）
■事業説明

■主な経費
謝金

■財源内訳

257,400千円 8,000千円 17,421千円

国庫支出金

予算区分 10款　教育費

予 算 額

　各小中学校の体育館及び講堂の耐震化対策として、吊り天井等の落下防止対策工事（湯野小学
校、宮竹小学校、根上中学校、寺井中学校）を実施し、安全を確保する。

県支出金 地方債 その他

282,821千円
学校非構造部材耐震補強事業

272,988千円
9,833千円

10款　教育費

一般財源

一般財源

968千円

　学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもたちを育てる仕組みを更に強化し、ボランティアと
学校を繋ぐパイプ役として配置した地域コーディネーターのレベルアップを図る。
　また、地域人材リストからの学校サポーター利活用を推進し、地域ぐるみによる学校支援活動の充実
を図る。

948千円

国庫支出金

[拡充]学校教育支援地域本部事業
予算区分

予 算 額

県支出金 地方債 その他

968千円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【芸術・文化の振興】

（担当課：教育委員会生涯学習課）

■事業説明

■主な経費
設計委託費
工事費

改修工事が予定されている根上総合文化会館

■財源内訳

7,759千円 48,276千円

予 算 額 110,427千円
根上総合文化会館改修事業

予算区分 10款　教育費

3,056千円

県支出金 地方債国庫支出金

24,392千円

その他

30,000千円

一般財源

・根上総合文化会館の施設改修計画に基づき、空調設備の冷温水機のうち未更新分1台を更新
・音楽ホール設備のうち音響機器の一部を更新
・円形ホール外壁タイルの更新
・地域の防災拠点としての都市機能を維持するため、国の再生可能エネルギー等導入推進基金を活
用し、太陽光発電設備を新設

105,522千円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【生涯スポーツの推進】

（担当課：教育委員会スポーツ課）

■事業説明
　実技指導や講義を開催し、スマートウォークアドバイザーと称するウォーキング指導員を養成する。

　・スマートウォークアドバイザーの養成
　・スマートウォークの普及

■主な経費
報酬
報償費
需用費

昨年実施した、スマートウォーク教室の様子

■財源内訳

（担当課：教育委員会スポーツ課）

■事業説明

・泉台スポーツセンター改修工事
　　　　　　　　　　　　　（内部大規模改修）

・物見山総合体育館改修工事
　 　　　（剣道場床全面張替えも施工）
・根上武道館剣道場床改修工事等

■主な経費
設計監理委託費
施設改修費
耐震補強事業

■財源内訳

10款　教育費

予 算 額 934千円
[新規]スマートウォークアドバイザー養成事業

予算区分

200千円
625千円
70千円

スポーツ施設整備事業

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

8,640千円

予 算 額 315,314千円

予算区分 10款　教育費

934千円

32,312千円128,002千円155,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

競歩に準じた正しいフォームのウォーキングを習慣化することによる健康増進や、「競歩の聖地」として競
歩の普及をねらう。

　施設の充実、利用者の利便性や安全性の向上を図るため経年劣化や老朽化により損傷した施設の
改修工事を行う。
　泉台スポーツセンター及び物見山総合体育館について吊り天井を改修し耐震対策を施すとともに、天
井照明のＬＥＤ化などを行い利便性・安全性を向上させ、施設の延命化を図る。

130,931千円
170,848千円

内部の大規模改修工事が予定されている泉台スポーツセンター 
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

７－１　効率的な行政運営

７－２　健全な財政運営

７－３　行政サービスの向上

７－４　情報社会・ユビキタス社会への対応

予算額計 767,785千円
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【効率的な行政運営】

（担当課：議会事務局議事調査課）

■事業説明

■主な経費
交付金

議員研修会
■財源内訳

（担当課：総務部管財課）

■事業説明

■主な経費
寺井分室窓口センター改修工事
能美広域消防本部解体工事
駐車場整備工事（消防本部跡地・新設）

■財源内訳

81,000千円

20,850千円
8,000千円

10,800千円

一般財源

予 算 額
[新規]寺井分室改修費

109,850千円

地方債 その他 一般財源

予算区分 ２款　総務費

10,800千円

国庫支出金 県支出金

1款　議会費

10,800千円

　市政の課題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動や住民福祉の増進を図るために必要
な調査、研究活動（政務活動）を行う。

政務活動費
予算区分

予 算 額

6,000千円 103,850千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

　能美市防災センターに能美広域事務組合消防本部及び寺井消防署が移転した後、寺井窓口セン
ターが寺井分室内へ移転することで、他の部署との連携が図りやすくなり市民サービスの向上につなが
る。
　また、寺井分室周辺に公共用施設等が集中しているため、不足している駐車場用地の確保と整備を
行う。

システム導入 
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【健全な財政運営】

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
　　評価委員会関係経費（委員謝金、旅費、需用費）
　　行政評価システム構築負担金

■財源内訳

（担当課：総務部納税課）

■事業説明

■主な経費
指導員報償費
手数料
委託料
負担金

コールセンター（イメージ）

■財源内訳

　総合計画・総合戦略を毎年度、施策レベルで
ＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成度を市民満足
度調査などとのクロス分析により評価・検証を行
い、ＰＤＣＡサイクルのもとに効率的で効果的な
行政運営に資するための仕組みを構築する。

100千円
2,200千円

1,200千円
574千円

その他県支出金国庫支出金

その他

滞納整理適正化事業

国庫支出金

4,345千円

予算区分 2款　総務費

2,300千円

地方債

2款　総務費

行政評価事業
予 算 額

一般財源

2,190千円

　税負担の公平性を保ち、納税者の信頼に基づく行政を行う。

　・長期困難事案の解決を図るため滞納整理指導員を雇用する。
　・新たな滞納者の発生を抑制するためコールセンターを利用した電話催告を実施する。
　・公売の実施や「南加賀滞納整理機構」への参加を継続して行う。

一般財源

300千円

県支出金 地方債

予 算 額 4,345千円

2,300千円

予算区分
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【行政サービスの向上】

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
　　システム改修委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部市民課）

■事業説明

　取得できる証明書
住民票の写し
印鑑登録証明書
戸籍証明書
戸籍の附票の写し

　利用可能時間
6：30～23：00
（12月29日～1月3日を除く）

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

4,530千円

　個人番号カードを利用して、住民票の写し等の各種証明書を夜間や休日でもコンビニエンスストアに設
置されているキオスク端末で取得できる「コンビニ交付サービス」を開始。市民サービスの拡充と窓口事
務の効率化及び個人番号カードの普及促進につなげる。

地方債 その他

個人番号カード有効利用事業

　国が示している社会保障・税番号制度導入の
スケジュールに従い、住民基本台帳システム・
地方税システム・国民健康保険システム等に
ついて、システム改修を実施する。

17,400千円

２款　総務費

その他 一般財源

予 算 額

社会保障・税番号制度システム整備事業
予算区分 2款　総務費

予 算 額 17,400千円

国庫支出金 県支出金 地方債

一般財源国庫支出金

8,000千円

県支出金

8,000千円

予算区分

17,400千円
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【情報社会・ユビキタス社会への対応】

（担当課：議会事務局議事調査課）

■事業説明

・ＣＡＴＶ議会報告番組制作事業
・議会映像インターネット配信事業

■主な経費
委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課）

■事業説明

■主な経費
内部事務システムの更新とコスト削減のための環境整備

学校用パソコンの更新とライセンス購入費

■財源内訳

　内部事務の各システムを利用していくために
必要な機器や各種システムの更新と、内部要
因や法改正等の外部要因に基づくシステム改
修を実施し、業務の継続性と効率性を確保す
る。

191,626千円

2款　総務費

予 算 額 205,180千円

予算区分

5,994千円

国庫支出金

205,180千円

その他 一般財源県支出金 地方債

その他 一般財源

1,569千円

地方債県支出金

1款　議会費

予 算 額 1,569千円

 ＣＡＴＶ及びインターネットで定例会の審議内容を解説した番組や本会議を放映することにより、市民に
議会活動への理解を深め関心度を高めてもらい、さらなる議会活性化につなげる。

議会活性化事業
予算区分

1,569千円

国庫支出金

[拡充]情報システム更新・改修事業
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第８章　市民が主役の自立型まちづくり

８－１　協働型まちづくりの推進

８－２　地域コミュニティ活動の支援

８－３　男女共同参画社会づくりの推進

予算額計 45,234千円
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第８章　市民が主役の自立型まちづくり

【協働型まちづくりの推進】

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）

■事業説明

・まちづくりアドバイザーを派遣し、市民団体活動への助言、サポートを行う。
・オープンデータを活用し地域の活性化や課題解決につなげるための研究調査を行う。

■主な経費
・まちづくりアドバイザー謝金
・職員研修旅費、負担金
・消耗品費
・オープンデータ研究調査費

■財源内訳

（担当課：市民生活部企画振興課地域振興室）
■事業説明

　・ＮＰＯ法人設立補助金
 　　ＮＰＯ法人を設立する団体の費用の一部を補助
　　　（上限10万円、1団体1回限り）

■主な経費
審査会委員謝金等

地域活性化(市民活動支援)補助金

■財源内訳 ※平成27年度実施内容

550千円 1,023千円

地域力創出支援事業
予算区分 2款　総務費

その他 一般財源

　多様な地域の担い手が連携して地域課題の解決を進める活動に対して支援を行い、地域課題を解
決するための自立型コミュニティを構築する。

1,470千円

国庫支出金

国庫支出金

予 算 額

　・地域課題解決型のまちづくり
　　活動への支援（補助金）

県支出金 地方債

1,200千円

103千円

地方債

1,573千円

85千円
45千円

その他 一般財源県支出金

950千円

120千円

[拡充]協働まちづくり推進事業
予算区分

予 算 額

2款　総務費

1,200千円

　市民や団体、企業、行政など地域に関わる多様な主体が、「できることを、できる範囲で、共通の目標
に向けて互いに連携協力する」協働（補完し合う）まちづくりを推進する。
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第９章　特別会計・企業会計編

【特別会計】

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

温泉事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

【企業会計】

水道事業会計

工業用水道事業会計

公共下水道事業会計

国民健康保険能美市立病院事業会計
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 =*=*=  特別会計・企業会計について  =*=*= 

 【特別会計】 

  事業目的を限定し、特定の収入を特定の支出に充てて経理する会計です。 

 【企業会計】 

  独立採算による特定の事業を民間企業に準じて経理する会計です。 



第９章　特別会計・企業会計編

【特別会計】

（担当課：健康福祉部保険年金課）

■会計の目的

■主な事業内容

・一般被保険者療養給付費

一般被保険者の療養に要する保険者負担費用（年間平均被保険者数　10,097人）

・退職被保険者療養給付費

退職被保険者の療養に要する保険者負担費用（年間平均被保険者数　429人）

・後期高齢者支援金

後期高齢者医療制度にかかる医療費総額から患者負担額を除いた費用の約40％相当
額を被保険者全員が支援する額

・介護納付金

介護保険第２号被保険者１人あたりの単価により算出された額を介護サービス給付費等
の一部に充てるために納付する額

・保険財政共同安定化事業拠出金

80万円以下の医療費を対象に、国民健康保険財政への影響緩和のため、国民健康保
険団体連合会を実施主体とする再保険事業に要する費用

■財源内訳

5,666,000千円予 算 額

2,967,000千円

148,000千円

565,000千円

　国民健康保険は、職場の健康保険等に加入していない人を対象に、病気やけがをしたときに安心して
治療が受けられるよう、みんなでお金を出し合う相互扶助を目的とした医療保険制度です。
　国民健康保険は、加入されている被保険者の皆様から納入された「国民健康保険税」と、国・県・市
等の負担金により運営されています。

国民健康保険特別会計

185,000千円

1,062,000千円

381,183千円 1,095,310千円

その他 一般財源

1,061,521千円 251,769千円 2,876,217千円

国庫支出金 県支出金 支払基金等交付金
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【特別会計】

（担当課：健康福祉部保険年金課）

■会計の目的

■主な事業内容

・徴収費

収納・資格関連業務委託料、口座振替手数料などの保険料徴収事務費

・後期高齢者医療広域連合納付金

収納済みの保険料及び事務共通経費を石川県後期高齢者医療広域連合へ納付

■財源内訳

9,399千円

457,428千円

一般財源

467,940千円 60千円

国庫支出金 県支出金 支払基金等交付金 その他

後期高齢者医療特別会計 予 算 額 468,000千円

　後期高齢者医療制度は、75歳以上の方を対象に、病気やけがをしたときに安心して治療が受けられ
るよう、みんなでお金を出し合う相互扶助を目的とした医療保険制度です。
　能美市に住む75歳以上の方は、すべて石川県後期高齢者医療広域連合が運営する『後期高齢者
医療制度』に加入することになります。また、65歳以上75歳未満で一定の障害の状態にある方は、『後
期高齢者医療制度』に任意で加入することができます。
　事業に必要な費用は、被保険者の皆様に納めていただく保険料に加えて、国・県・市町の負担金や市
町村国保・国保組合・協会けんぽ・健保組合・共済組合などの後期高齢者医療制度以外の健康保険
制度からの支援金を得て賄われています。
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【特別会計】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■会計の目的

■主な事業内容
＝保険給付関係＝
＜要介護1～5の認定を受けた方が利用＞
○自宅を訪問したり、施設に通って利用するサービス

・居宅介護サービス給付費
　　訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、通所介護（デイサービス）
　　通所リハビリテーション、短期入所生活介護（ショートステイ）
　　特定施設入居者生活介護　など

○生活環境を整えるためのサービス
・居宅介護福祉用具購入費
・居宅介護住宅改修費

○地域での生活を継続するためのサービス
・地域密着型介護サービス給付費
　　認知症対応型共同生活介護、小規模多機能型居宅介護
　　看護小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護
　　認知症対応型通所介護　　　（※他の市町のサービスは受けられません。）

○生活の場を自宅から移して利用するサービス
・施設介護サービス給付費
　　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設

○ケアプラン作成にかかる費用
・居宅介護サービス計画給付費

○介護サービス利用にかかる個人負担額の軽減
・高額介護サービス費
　　自己負担額が一定額を超えた場合に償還払いで給付
・高額医療合算介護サービス費
　　世帯単位で医療と介護の自己負担額を合算し、自己負担限度額を超える額を支給
・特定入所者介護サービス費
　　市民税非課税世帯の方の食費・居住費の負担軽減分の補足

＜要支援1、2の認定を受けた方が利用＞
○介護予防のためのサービス

・介護予防サービス給付費
　　介護予防訪問系、介護予防通所系、介護予防短期入所生活介護等
・地域密着型介護予防サービス給付費
　　認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護
・介護予防福祉用具購費
・介護予防住宅改修費
・介護予防サービス計画給付費

（次ページへつづく）

8,000千円

137,000千円

67,000千円

1,460,600千円

127,344千円

62,760千円

2,860千円
9,740千円

673,968千円

1,164,240千円

3,973,000千円介護保険特別会計 予 算 額

　介護保険制度は市が保険者となって運営しており、40歳以上の方が加入者（65歳以上の方：第１号
被保険者、40～64歳の医療保険加入者：第２号被保険者）となって保険料を納め、介護が必要と認
定された場合には、費用の一部を支払ってサービスを利用できるしくみであり、介護保険に関する収入と
支出について、特別会計を設けることとされています。
　介護保険にかかる費用（利用者負担分を除く）は、保険料と公費（税金）が半分づつ負担しており、介
護保険特別会計が負担した保険料等の収入とサービスにかかる費用や事務経費等の支出をしていま
す。

8,500千円

10,020千円

1,480千円
9,720千円
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【特別会計】

■主な事業内容（つづき）
○介護予防サービス利用にかかる個人負担額の軽減

・高額介護予防サービス費
　　自己負担額が一定額を超えた場合に償還払いで給付
・高額医療合算介護予防サービス費
　　世帯単位で医療と介護の自己負担額を合算し、自己負担限度額を超える額を支給
・特定入所者介護予防サービス費
　　市民税非課税世帯の方の食費・居住費の負担軽減分の補足

＝地域支援事業関係＝
○介護予防・日常生活支援総合事業

・サービス事業費
通所型サービス事業、訪問型予防サービス事業

・介護予防ケアマネジメント事業費
・一般介護予防事業費

物忘れ進行予防事業、一般介護予防事業、介護予防普及啓発事業

○包括的支援事業・任意事業
・権利擁護事業費

成年後見制度利用支援、高齢者虐待防止
・包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費

地域包括支援センター運営事業
・任意事業費

居宅介護・支援住宅改修業務支援、地域自立生活支援事業（配食サービス等）
介護給付等費用適正化、家族介護支援

○包括的支援事業（社会保障充実分事業）
・在宅医療・介護連携推進事業

在宅でも安心して生活できる医療・介護体制の検討
　　地域生活医療コーディネーター配置（各高齢者支援センター　3人）

・生活支援体制整備事業
支えあいの地域づくり：住民だれもが支えあいの担い手に！
　　第2層　生活支援コーディネーター配置
　　（社協3人、各高齢者支援センター3人）

・認知症総合支援事業
認知症地域支援推進員配置（各高齢者支援センター　3人）
認知症初期集中支援チーム設置
認知症カフェ開設

■財源内訳

12,850千円

一般財源

20,112千円

5,564千円

4,520千円

20,043千円

1,128千円

43,560千円

12,319千円

192千円

150千円

216千円

県支出金 支払基金等交付金 その他国庫支出金

42,284千円

557,531千円 947,752千円821,033千円 576,517千円 1,070,167千円
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【特別会計】

（担当課：産業建設部上下水道建設課、上下水道料金課）

■会計の目的

■主な事業内容

・寺井温泉1号源泉管理費

寺井温泉1号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先 ： 温泉保養館クアハウス九谷、能美市ふるさと交流センターさらい、
            寺井老人福祉センター亀齢荘、特別養護老人ホーム湯寿園

・寺井温泉2号源泉管理費

寺井温泉2号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先 ： 温泉保養館クアハウス九谷、能美市ふるさと交流センターさらい、
            寺井老人福祉センター亀齢荘、特別養護老人ホーム湯寿園

・辰口温泉10号・上開発送湯ポンプ場管理費

辰口温泉10号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先：旅亭萬葉

・辰口温泉11号源泉管理費

辰口温泉11号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先：辰口福祉会館、辰口丘陵公園温泉プール、まつさき、たがわ龍泉閣

■財源内訳

2,076千円

724千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,502千円

12千円 8,388千円

温泉事業特別会計 予 算 額 8,400千円

　温泉管理事業の円滑な運営とその経理の適正を図るため、特別会計を設置しています。
　温泉使用料を源泉及び温泉送・配湯施設の維持管理費に充てており、主なものは、温泉揚湯・送湯・
配湯の電気料金、経年劣化による施設設備の更新を、衛生面では、源泉・飲泉の水質検査、貯湯槽の
清掃・消毒、施設の除草等を実施しています。また、定期の施設点検や故障通報装置により、各温泉
利用施設への配湯に支障をきたさないよう常時監視しています。

2,195千円
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【特別会計】

（担当課：産業建設部上下水道建設課、上下水道料金課）

■会計の目的

■主な事業内容

・排水処理施設管理費
汚水管及び処理場（機能強化）等の整備及び維持管理を実施
（電気使用料、修繕料、管渠清掃、機器類保守点検等）

金剛寺農業集落排水施設（金剛寺町地内） 処理区域 ： 金剛寺区域
和佐谷農業集落排水施設（和佐谷町地内） 処理区域 ： 和佐谷区域
下徳山農業集落排水施設（徳山町地内） 処理区域 ： 下徳山区域
上徳山農業集落排水施設（徳山町地内） 処理区域 ： 上徳山区域
大口農業集落排水施設（大口町地内） 処理区域 ： 大口区域
和気、寺畠農業集落排水施設（和気町地内） 処理区域 ： 和気、寺畠区域

　　　　　　　　及び鍋谷区域の一部
坪野農業集落排水施設（坪野町地内） 処理区域 ： 坪野区域
灯台笹、岩本農業集落排水施設（灯台笹町地内） 処理区域 ： 灯台笹、岩本区域
長滝農業集落排水施設（長滝町地内） 処理区域 ： 長滝区域
鍋谷農業集落排水施設（鍋谷町地内） 処理区域 ： 鍋谷区域
舘農業集落排水施設（舘町地内） 処理区域 ： 舘区域
仏大寺農業集落排水施設（仏大寺町地内） 処理区域 ： 仏大寺区域

・機能強化工事実施設計業務委託
灯台笹・岩本農業集落排水施設（灯台笹町地内）

・計画概要書作成業務委託
長滝農業集落排水施設（長滝町地内）

・耐震診断業務委託
長滝農業集落排水施設（長滝町地内）

・機能強化工事費
灯台笹・岩本農業集落排水施設（灯台笹町地内）
坪野農業集落排水施設（坪野町地内）

・公債費
地方債償還元金・利子

■財源内訳

2,500千円

55,100千円

600千円

1,700千円

73,700千円

地方債

39,250千円 34,882千円

その他県支出金 一般財源

38,568千円

農業集落排水事業特別会計 予 算 額 167,800千円

24,449千円

国庫支出金

　農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水等を処理する施設の整備により、農業用用排水の水
質の汚濁を防止し、農村地域の健全な水循環に資するとともに農村の基礎的な生活環境の向上とその
経理の適正化図るため特別会計を設置しています。

59,401千円
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【企業会計】

（担当課：産業建設部上下水道建設課、上下水道料金課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、薬品費、水質検査費、機械設備維持管理費等）
県営水道応急受水費

・配水及び給水費
給配水管維持管理費、台帳修正業務費、量水器取替・閉開栓業務委託
配水管内調査清掃等

・受託工事費
舗装本復旧工事、消火栓改修工事、修繕工事

・総係費
料金徴収等に係る経費（検針委託、納付書等の印刷製本費、通信運搬費等）

・減価償却費

　＜営業外費用＞
・支払利息

■資本的支出の主な事業内容

・配水施設拡張費
配水管整備　工事、設計委託
辰口中央配水池施設整備

・配水管改良費
老朽管更新　工事、設計委託
舗装復旧工事

・施設改良費
根上吉原水道管理センター配水池実施設計
辰口南部配水池耐震診断
根上吉原水道管理センター設備更新
寺井新保水道管理センター設備更新
辰口水道管理センター設備更新

・営業設備費
水道メーター購入

・企業債償還金

資本的支出 予 算 額

109,000千円

562,140千円

161,390千円

1,215,900千円
水道事業会計

150,750千円

　水道事業は一定の区域を給水区域とする公益事業であり、継続的かつ安定的に経営することが求め
られています。そのため、地方公営企業法が適用され、企業としての経済性を発揮するとともに、本来の
目的である公共の福祉の増進を図るように運営する必要があります。公衆衛生の向上と生活環境の改
善に寄与するため、清浄にして豊富低廉な水の供給を図ることとしています。

7,520千円

793,300千円収益的支出予算区分 予 算 額

予算区分

332,400千円

67,018千円

8,251千円

42,654千円

411,112千円

152,450千円
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【企業会計】

（担当課：産業建設部上下水道建設課、上下水道料金課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容
○辰口第一工業用水道事業
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、機械設備維持管理費等）

・減価償却費
　＜営業外費用＞

・支払利息

○辰口第二工業用水道事業
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、機械設備維持管理費等）

・減価償却費
　＜営業外費用＞

・支払利息

○根上地区工業用水道事業
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、機械設備維持管理費等）

・減価償却費
　＜営業外費用＞

・支払利息
・消費税及び地方消費税

■資本的支出の主な事業内容
○辰口第一工業用水道事業

・施設改良費
機械電気設備工事、流量計更新

・施設拡張費
機械電気設備工事、導水管布設工事等

・企業債償還金

○辰口第二工業用水道事業
・施設拡張費

機械電気設備工事、導水管布設工事等
・企業債償還金

○根上地区工業用水道事業
・施設改良費

企業工業用水道メーター交換
・企業債償還金

30,236千円

予 算 額 364,000千円

予算区分 資本的支出

17,950千円

工業用水道事業会計
予算区分 収益的支出

39,840千円

49,400千円

　工業用水道事業は工業用水の豊富低廉な供給を図り、工業の健全な発展と地盤沈下対策等環境
保全に寄与することを目的としています。3つの工業用水道（辰口第一、辰口第二、根上地区）を有し、
地域産業の発展に大きく寄与しています。

1,160千円

予 算 額 1,240,200千円

12,410千円

29,970千円

49,120千円

58,710千円

57,360千円

17,080千円

58,260千円

29,730千円

491,530千円

566,910千円

6,640千円

60,390千円
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第９章　特別会計・企業会計編

【企業会計】

（担当課：産業建設部上下水道建設課、上下水道料金課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容

　＜営業費用＞
・管渠費

管渠維持管理費（修繕料、管渠清掃費、舗装補修費、マンホール補修費等）
マンホールポンプ取替工事

・ポンプ場費
中継ポンプ場維持管理費

・処理場費
寺井東部浄化センター維持管理費

・流域下水道維持管理負担金
加賀沿岸流域下水道（梯川処理区）の維持管理負担金

・総係費
料金徴収等に係る経費（検針委託、納付書等の印刷製本費、通信運搬費等）

・減価償却費

　＜営業外費用＞
・支払利息
・消費税及び地方消費税

■資本的支出の主な事業内容

・管渠事業費
耐震診断設計業務、管渠布設工事、マンホール耐震対策工事
公共桝・取付管設置及び関連舗装本復旧工事

・流域下水道建設負担金
翠ヶ丘浄化センター等設備更新工事

・企業債償還金

40,130千円

16,630千円

31,440千円

343,600千円

51,400千円

39,900千円

1,282,200千円

　公共下水道事業は、都市の健全な発達、公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全を図るもので
す。環境保全、水質保全、トイレの水洗化、雨水の排除（浸水の防除）という公共下水道の役割を十分
に発揮し、快適な生活環境を提供できるよう努めています。

公共下水道事業会計
予算区分 収益的支出 予 算 額 1,677,500千円

予算区分 資本的支出 予 算 額 1,373,500千円

325,000千円

30,900千円

846,090千円

43,200千円
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第９章　特別会計・企業会計編

【企業会計】

（担当課：能美市立病院総務課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容

○病院事業
　＜医業費用＞

・給与費
医師、看護師、技術員、事務員、労務員の給与等

・材料費
薬品費、診療材料費、給食材料費、医療消耗備品費

・経費
光熱水費、燃料費、修繕費、賃借料、委託料等

　＜医業外費用＞
・支払利息

○介護老人保健施設事業
　＜営業費用＞

・給与費
看護師、技術員、事務員、労務員の給与等

・材料費
薬品費、施設療養材料費、施設療養消耗器具備品費

・経費
光熱水費、燃料費、修繕費、賃借料、委託料等

　＜営業外費用＞
・支払利息

■資本的支出の主な事業内容

○病院事業
・施設改良事業費

医療ガス設備更新、配膳用エレベーター改修、救急スロープ改修
本館2階空調機更新、電話交換機等更新

・有形固定資産購入費
医療機器購入

・企業債償還金

○介護老人保健施設事業
・有形固定資産購入費

施設介護用機器購入
・企業債償還金 44,261千円

18,092千円

282,034千円

63,555千円

95,644千円

3,749千円

15,687千円

12,442千円

82,242千円

予 算 額

322,683千円

1,248,361千円

293,384千円

424,872千円

2,681,600千円

　能美市立病院は、思いやりのあるあたたかい心で質の高い医療サービスを提供し地域住民の健康を
守ることを基本理念として、地域住民の多様な医療需要に応えつつ、地域の医療機関として高度な医
療にも積極的に取り組み、医療水準の向上に努めています。診療科は内科、外科、整形外科など10診
療科あり、急性期から回復期、療養まで幅広くカバーしています。また介護老人保健施設も併せ持ち、
患者さんやご家族の様々な要望に対応しています。

予 算 額 516,490千円

国民健康保険
能美市立病院事業会計

予算区分 収益的支出

予算区分 資本的支出
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■能美市役所各課（室）連絡先一覧

・能美市役所 〒923-1297　石川県能美市来丸町1110番地

電 話 ： 0761-58-1111（代表）

ＦＡＸ ： 0761-58-2290（代表）

・寺井分室 〒923-1198　石川県能美市寺井町た35番地

・根上分室 〒929-0192　石川県能美市大成町ヌ118番地（根上総合文化会館内）

・根上窓口センター 〒929-0123　石川県能美市中町子86番地

・寺井窓口センター 〒923-1121　石川県能美市寺井町ヨ47番地（寺井地区公民館内）

部名 電話 FAX 場　　　　所

総務課 58-2200 58-2290 能美市役所　南棟２階

防災対策室 58-2201 58-2290 能美市役所　南棟２階

財政課 58-2203 58-2290 能美市役所　南棟２階

行財政改革推進室 58-2204 58-2290 能美市役所　南棟２階

管財課 58-2205 58-2290 能美市役所　南棟２階

税務課 58-2206 58-2292 能美市役所　北棟２階

納税課 58-2207 58-2292 能美市役所　北棟２階

窓口課／根上窓口センター 58-2215 55-4113 根上窓口センター　１階

窓口課／寺井窓口センター 58-2216 58-2299 寺井地区公民館　１階

企画振興課 58-2210 58-2291 能美市役所　北棟２階

地域振興室 58-2212 58-2291 能美市役所　北棟２階

観光交流課 58-2211 58-2291 能美市役所　北棟２階

環境生活課 58-2217 58-2292 能美市役所　北棟２階

市民課 58-2213 58-2293 能美市役所　北棟１階

市民相談室 58-2214 58-2293 能美市役所　北棟１階

福祉課 58-2230 58-2294 能美市役所　北棟１階

福祉総合支援センター 58-2231 58-2294 能美市役所　北棟１階

子育て支援課 58-2232 58-2293 能美市役所　北棟１階

介護長寿課 58-2233 58-2292 能美市役所　北棟２階

高齢者かがやき支援室 58-2234 58-4408 能美市健康福祉センター　サンテ　２階

健康推進課 58-2235 58-6897 能美市健康福祉センター　サンテ　１階

保険年金課 58-2236 58-2293 能美市役所　北棟１階

課(室)名

総務部

健康福祉部

市民生活部
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部名 電話 FAX 場　　　　所

58-2250 58-2298 寺井分室　２階

58-2251 58-2298 寺井分室　２階

58-2252 58-2297 寺井分室　３階

58-2254 58-2297 寺井分室　３階

58-2255 58-2297 寺井分室　３階

58-2256 58-2297 寺井分室　３階

58-2260 58-2296 寺井分室　１階

58-2261 58-2296 寺井分室　１階

会計課 58-2225 58-2293 能美市役所　北棟１階

教育総務課 58-2270 55-8530 根上分室　２階

学校教育課 58-2271 55-8530 根上分室　２階

生涯学習課 58-2272 55-8555 根上分室　１階

スポーツ課 58-2273 55-8555 根上分室　１階

能美市立病院 総務課 55-0560 55-0815 能美市立病院　１階

議会事務局 議事調査課 58-2240 58-2295 能美市役所　北棟３階

監査委員事務局 58-2245 58-2293 能美市役所　南棟１階

◆その他の所在地

・能美市健康福祉センター　サンテ 〒923-1121　石川県能美市寺井町ぬ４8番地

・国民健康保険能美市立病院 〒929-0122　石川県能美市大浜町ノ85番地

農政課

上下水道料金課

上下水道建設課

教育委員会

課(室)名

産業建設部

土木課

建築住宅室

都市計画課

商工課

企業誘致推進室
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平成 28年度能美市予算のあらまし  

平成 28年 4月発行 

能美市総務部財政課 

〒923-1297 石川県能美市来丸町 1110番地 

TEL 0761-58-2203 FAX 0761-58-2290 




